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Relation
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―
北
宋
に
お
け
る
樊
宗
師
「
絳
守
居
園
池
記
」
の
読
ま
れ
方
―
「
苦
渋
」
な
名
文
渡
部
雄
之
は
じ
め
に
（
）
、
中
唐
の
古
文
家
樊
宗
師
七
六
六
？
～
八
二
四
の
文
章
は
［
］
１
『
』
「
、
、
唐
国
史
補
巻
下
に
元
和
已
後
爲
文
筆
則
學
奇
詭
于
韓
愈
學
苦
澁
于
樊
宗
師
（
元
和
已
後
、
文
筆
を
爲
せ
ば
則
ち
奇
詭
を
。」
韓
愈
に
學
び
、
苦
澁
を
樊
宗
師
に
學
ぶ
）
と
あ
る
よ
う
に
、
。
［
２
］
元
和
（
八
〇
六
～
八
二
〇
）
の
頃
、
韓
愈
（
七
六
八
～
八
二
四
）
の
文
章
と
と
も
に
多
く
の
模
倣
者
を
生
む
程
尊
重
さ
れ
て
い
た
。
『
唐
国
史
補
』
の
言
う
「
苦
渋
」
は
、
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
読
解
に
難
を
生
ず
る
程
の
ぎ
こ
ち
な
さ
を
意
味
す
る
よ
う
で
あ
る
。
文
章
の
「
読
み
や
す
さ
」
を
求
め
る
こ
と
よ
り
も
、
韓
愈
の
「
奇
詭
」
や
樊
宗
師
の
「
苦
渋
」
の
方
が
模
倣
の
対
象
と
し
て
選
択
さ
れ
た
こ
と
自
体
が
奇
妙
で
は
あ
る
が
、
中
唐
古
文
の
一
側
面
を
よ
く
表
し
て
い
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
韓
愈
「
南
陽
樊
紹
述
墓
誌
銘
（
朱
文
公
校
昌
黎
先
生
集
』
巻
」
『
三
四
）
に
よ
る
と
、
樊
宗
師
は
生
前
厖
大
な
作
品
を
残
し
た
と
い
う
『
新
唐
書
』
芸
文
志
に
は
、
巻
五
七
・
春
秋
類
に
『
春
秋
［
３
］。
集
伝
』
十
五
巻
、
巻
五
九
・
雑
家
類
に
『
魁
紀
公
『
樊
子
』
各
三
』
十
巻
、
巻
六
〇
・
別
集
類
に
『
樊
宗
師
集
』
二
百
九
十
一
巻
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
宋
の
宮
廷
に
は
そ
の
著
作
が
か
な
り
収
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
だ
が
一
方
で
、
本
稿
で
も
取
り
上
げ
る
宋
初
の
人
孫
沖
の
「
与
晋
守
何
亮
書
」
に
「
疇
昔
嘗
得
樊
生
所
爲
『
絳
守
居
園
池
記
』
一
篇
、
他
文
未
嘗
得
見
耳
（
疇
昔
嘗
て
樊
。」
生
の
爲
る
所
の
「
絳
守
居
園
池
記
」
一
篇
を
得
る
も
、
他
文
未
だ
つ
く
嘗
て
見
る
を
得
ざ
る
の
み
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
民
間
に
。
は
ほ
と
ん
ど
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
時
代
が
下
り
元
代
に
な
る
と
『
宋
史
』
巻
二
〇
八
「
芸
文
志
」
別
集
類
、
が
『
樊
宗
師
集
』
一
巻
の
み
を
記
録
す
る
よ
う
に
、
宮
廷
に
伝
わ
っ
て
い
た
右
の
諸
書
さ
え
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
現
存
す
る
作
品
は
、
わ
ず
か
四
篇
（
絳
守
居
園
池
記
「
蜀
綿
州
越
王
楼
「
」
詩
幷
序
「
樊
涗
墓
志
「
樊
湊
墓
志
）
の
み
で
あ
る
。
樊
宗
師
」
」
」
の
著
作
の
散
佚
は
、
晩
唐
五
代
、
南
北
宋
間
の
戦
乱
に
遭
遇
し
た
た
め
で
も
あ
ろ
う
が
、
彼
の
作
品
そ
の
も
の
が
、
歴
史
の
選
択
に
さ
ら
さ
れ
、
次
第
に
人
々
か
ら
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
も
、
大
き
な
理
由
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
か
よ
う
に
現
在
で
は
寥
々
た
る
に
過
ぎ
な
い
樊
宗
師
の
作
品
で
あ
る
が
、
う
ち
「
絳
守
居
園
池
記
」
一
篇
は
、
そ
の
あ
ま
り
の
難
読
さ
ゆ
え
、
逆
に
歴
代
の
文
人
た
ち
の
関
心
を
引
い
て
き
た
。
例
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え
ば
北
宋
の
欧
陽
脩
（
一
〇
〇
七
～
一
〇
七
二
）
は
『
集
古
録
跋
、
尾
』
巻
九
（
欧
陽
文
忠
公
集
』
巻
一
四
二
「
唐
樊
宗
師
絳
守
居
『
）
園
池
記
」
に
お
い
て
「
嗚
呼
、
元
和
之
際
、
文
章
之
盛
極
矣
、
其
怪
奇
至
於
如
此
（
嗚
呼
、
元
和
の
際
、
文
章
の
盛
極
に
し
て
、
。」
其
の
怪
奇
な
る
こ
と
此
く
の
如
き
に
至
る
）
と
述
べ
南
宋
の
。
［
４
］
陳
振
孫
（
一
一
八
三
？
～
一
二
六
二
？
）
は
『
直
斎
書
録
解
題
』
、
巻
一
六
「
別
集
類
上
」
の
『
樊
宗
師
集
『
絳
守
園
池
記
注
』
の
解
』
題
で
「
讀
之
殆
不
可
句
（
之
を
讀
む
に
殆
ど
句
す
べ
か
ら
ず
）
。」
。
と
言
い
、
ま
た
元
末
明
初
の
陶
宗
儀
（
一
三
一
六
～
？
）
は
『
輟
、
』
「
、
。
耕
録
巻
一
二
・
園
池
記
で
艱
深
奇
澁
讀
之
往
往
昧
其
句
讀
況
義
乎
哉
（
艱
深
奇
澁
に
し
て
、
之
を
讀
む
に
往
往
其
の
句
讀
。」。
。）
、
、
を
昧
く
す
況
や
義
を
や
と
記
し
さ
ら
に
後
の
清
代
で
は
く
ら
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
巻
一
五
〇
「
集
部
」
別
集
類
三
「
絳
守
」
「
、
。」（
、
居
園
池
記
注
が
文
僻
澁
不
可
句
讀
文
僻
澁
に
し
て
句
讀
す
べ
か
ら
ず
）
と
評
し
て
い
る
。
。
「
絳
守
居
園
池
記
」
に
関
し
て
と
り
わ
け
興
味
深
い
の
は
、
右
に
引
い
た
『
輟
耕
録
』
が
、
陶
宗
儀
が
偶
然
手
に
入
れ
た
元
の
趙
仁
挙
（
生
没
年
不
詳
）
に
よ
る
箋
注
本
を
紹
介
し
、
そ
の
本
の
句
読
を
反
映
し
た
全
文
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
趙
仁
挙
と
同
時
代
の
呉
師
道
（
一
二
八
三
～
一
三
四
四
）
や
許
謙
（
一
二
）
、
、
七
〇
～
一
三
三
七
は
趙
の
施
し
た
注
に
補
正
を
加
え
て
お
り
明
代
の
趙
師
尹
（
一
五
八
〇
～
一
六
一
五
頃
、
沈
裕
（
生
没
年
不
）
詳
、
清
代
の
胡
世
安
（
一
五
九
二
～
一
六
六
三
、
孫
之
騄
（
生
）
）
没
年
不
詳
、
張
庚
（
一
六
八
一
～
一
七
五
六
、
張
子
特
（
生
没
）
）
年
不
詳
）
等
も
、
同
じ
く
「
絳
守
居
園
池
記
」
に
注
や
句
読
を
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
現
代
の
学
者
も
、
彼
ら
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
新
た
に
注
釈
や
翻
訳
の
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
今
日
で
［
５
］
は
「
絳
守
居
園
池
記
」
を
優
れ
た
文
章
と
し
て
評
価
す
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
む
し
ろ
韓
愈
が
主
張
し
た
「
怪
」
や
「
奇
」
を
過
度
に
反
映
し
た
作
品
と
し
て
、
否
定
的
に
扱
う
場
合
の
方
が
多
い
。
た
だ
「
絳
守
居
園
池
記
」
に
注
釈
や
句
読
を
施
す
と
い
う
行
為
、
は
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
大
変
難
読
な
文
章
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
何
と
か
し
て
読
み
解
こ
う
と
す
る
積
極
的
姿
勢
の
表
れ
と
も
取
れ
る
。
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
歴
代
の
文
人
は
樊
宗
師
の
作
品
を
、
単
純
に
否
定
し
去
ろ
う
と
し
た
だ
け
で
は
な
い
の
で
は
。
『
』
「
」
な
い
か
先
に
引
い
た
唐
国
史
補
や
孫
沖
与
晋
守
何
亮
書
の
記
述
か
ら
す
れ
ば
、
樊
宗
師
の
作
品
が
人
々
に
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
は
、
中
唐
の
元
和
以
降
か
ら
北
宋
初
期
に
か
け
て
、
晩
唐
、
五
代
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
稿
で
は
、
現
在
確
認
で
き
る
中
で
最
も
早
く
に
作
ら
れ
た
「
絳
守
居
園
池
記
」
の
注
釈
で
あ
る
、
孫
沖
「
重
刊
絳
守
居
園
池
記
序
（
山
右
石
刻
叢
編
』
巻
」
『
一
一
）
を
中
心
に
、
北
宋
期
に
お
け
る
「
絳
守
居
園
池
記
」
の
読
ま
れ
方
及
び
本
作
品
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。
一
「
文
者
道
之
車
輿
也
」
―
古
文
家
孫
沖
と
彼
の
古
文
観
に
つ
い
て
―
、
、
（
）
。
孫
沖
字
は
升
伯
趙
州
平
棘
現
在
の
河
北
省
趙
県
の
人
生
没
年
は
不
明
だ
が
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
の
彼
に
関
わ
る
記
事
、
の
年
代
が
、
上
は
大
中
祥
符
五
年
（
一
〇
一
二
、
下
は
景
祐
三
年
）
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（
一
〇
三
六
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
よ
そ
太
宗
朝
の
終
わ
り
頃
か
ら
仁
宗
朝
の
中
頃
に
か
け
て
生
き
た
人
物
と
思
わ
れ
る
。
現
存
す
る
作
品
は
、
文
七
篇
（
全
宋
文
、
詩
四
首
（
全
宋
詩
）
『
』）
『
』
と
、
あ
ま
り
多
く
な
い
「
重
刊
絳
守
居
園
池
記
序
」
は
、
彼
が
官
。
僚
と
な
っ
て
ほ
ど
な
く
し
て
か
ら
務
め
た
絳
州
（
現
在
の
山
西
省
新
絳
県
一
帯
）
通
判
（
副
知
事
）
の
在
任
中
、
景
徳
元
年
（
一
〇
〇
四
、
景
徳
は
真
宗
の
年
号
）
に
作
ら
れ
た
文
章
で
あ
る
。
執
筆
の
き
っ
か
け
は
、
絳
州
に
置
か
れ
て
い
た
「
絳
守
居
園
池
記
」
の
碑
文
が
、
長
い
年
月
を
経
て
朽
ち
か
け
て
い
た
の
を
、
当
州
の
知
事
耿
説
（
生
没
年
不
詳
）
が
惜
し
み
、
改
め
て
石
に
彫
り
直
す
よ
う
命
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
孫
沖
は
序
文
の
中
で
、
韓
愈
の
死
後
、
そ
の
考
え
が
後
の
者
に
正
し
く
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
古
文
が
次
第
に
衰
退
し
、
つ
い
に
は
弊
害
を
も
生
じ
た
こ
と
を
述
べ
た
後
、
宋
代
に
お
け
る
例
と
し
て
、
陳
堯
佐
（
九
六
三
～
一
〇
四
四
）
に
関
す
る
話
を
取
り
上
げ
る
。
嘗
有
人
以
文
投
陳
堯
佐
。
陳
得
之
竟
月
不
能
讀
、
卽
召
之
、
俾
篇
篇
口
說
、
然
後
識
其
句
讀
。
陳
以
書
謝
且
戲
曰
「
子
之
、
道
、
半
在
文
、
半
在
身
」
以
爲
其
人
在
則
其
文
行
。
蓋
謂
既
。
成
文
而
須
口
說
之
也
。
是
知
身
死
則
文
隨
而
沒
矣
。
於
學
古
也
何
有
哉
。
嘗
て
人
の
文
を
以
て
陳
堯
佐
に
投
ず
る
有
り
。
陳
之
を
得
て
竟
月
な
る
も
讀
む
能
は
ず
、
卽
ち
之
を
召
し
て
、
篇
篇
口
說
せ
し
め
、
然
る
後
其
の
句
讀
を
識
る
。
陳
書
を
以
て
謝
し
且
つ
戲
れ
て
曰
く
「
子
の
道
、
半
ば
は
文
に
在
り
、
半
ば
、
は
身
に
在
り
」
と
。
以
爲
へ
ら
く
其
の
人
在
れ
ば
則
ち
其
の
お
も
文
行
は
る
と
。
蓋
し
既
に
文
を
成
し
て
須
く
之
を
口
說
す
べ
き
を
謂
ふ
な
り
。
是
れ
身
死
す
れ
ば
則
ち
文
隨
ひ
て
沒
す
る
を
知
る
。
古
を
学
ぶ
に
於
い
て
や
何
か
有
ら
ん
や
。
陳
堯
佐
は
、
作
者
自
身
が
声
に
出
し
て
読
み
上
げ
な
け
れ
ば
句
読
も
分
か
ら
な
い
文
章
で
は
、
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
述
べ
て
、
そ
う
し
た
難
解
な
文
章
を
批
判
し
た
。
陳
堯
佐
は
、
後
の
景
祐
年
間
（
一
〇
三
四
～
一
〇
三
八
）
に
宰
相
を
務
め
た
大
物
、
、
の
政
治
家
で
あ
り
ま
た
詩
人
と
し
て
も
名
を
知
ら
れ
て
い
た
他
そ
の
神
道
碑
（
欧
陽
脩
「
太
子
太
師
致
仕
贈
司
空
兼
侍
中
文
恵
陳
公
神
道
碑
銘
『
居
士
集
』
巻
二
〇
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
巻
二
」、
、
〇
）
に
「
多
慕
韓
愈
爲
文
（
多
く
韓
愈
を
慕
ひ
て
文
を
爲
る
）
と
」
つ
く
あ
る
よ
う
に
、
古
文
家
の
一
人
で
も
あ
っ
た
。
『
宋
史
』
巻
二
八
四
の
本
伝
に
「
陳
堯
佐
〕
初
肄
業
錦
屛
山
、
〔
後
從
种
放
於
終
南
山
。
…
…
陳
摶
嘗
謂
其
父
曰
『
君
三
子
皆
當
將
、
相
。
惟
中
子
貴
且
壽
』
後
如
摶
言
（
初
め
錦
屛
山
に
肄
業
し
、
。
。」
後
种
放
に
終
南
山
に
從
ふ
。
…
…
陳
摶
嘗
て
其
の
父
に
謂
ひ
て
曰
く
「
君
の
三
子
皆
當
に
將
相
た
る
べ
し
。
惟
だ
中
子
の
み
は
、
貴
く
し
て
且
つ
壽
た
ら
ん
」
と
。
後
摶
の
言
の
如
し
）
と
あ
る
。
よ
う
に
、
陳
堯
佐
は
北
宋
初
期
の
道
士
陳
摶
（
八
七
一
？
～
九
八
九
？
）
や
种
放
（
九
五
五
～
一
〇
一
五
）
と
繋
が
り
が
あ
っ
た
。
陳
摶
と
种
放
は
、
宋
・
朱
震
（
一
〇
七
二
～
一
一
三
八
）
の
「
進
周
易
表
」
に
よ
る
と
「
先
天
図
」
を
古
文
家
の
穆
修
（
九
七
九
～
、
）
（「
『
』
一
〇
三
二
へ
と
伝
え
た
人
物
で
あ
る
濮
上
陳
摶
以
先
天
圖
- 4 -
傳
种
放
、
放
傳
穆
修
、
修
傳
李
之
才
、
之
才
傳
邵
雍
（
濮
上
の
。」
陳
摶
「
先
天
圖
」
を
以
て
种
放
に
傳
へ
、
放
穆
修
に
傳
へ
、
修
李
之
才
に
傳
へ
、
之
才
邵
雍
に
傳
ふ
。
穆
修
は
『
東
都
。））
、
事
略
』
巻
一
一
三
「
儒
学
伝
」
穆
脩
に
「
尹
源
與
其
弟
洙
始
從
之
學
古
文
、
又
傳
其
春
秋
學
（
尹
源
と
其
の
弟
洙
始
め
て
之
に
從
。」
ひ
て
古
文
を
學
び
、
又
た
其
の
春
秋
學
を
傳
ふ
）
と
あ
り
『
宋
。
、
史
』
巻
四
四
二
・
穆
脩
伝
に
「
穆
〕
脩
於
是
時
獨
以
古
文
稱
、
蘇
〔
舜
欽
兄
弟
多
從
之
游
（
脩
是
の
時
に
於
い
て
獨
り
古
文
を
以
て
。」
稱
へ
ら
れ
、
蘇
舜
欽
兄
弟
多
く
之
に
從
ひ
て
游
ぶ
）
と
あ
る
よ
う
。
に
、
尹
源
（
九
九
六
～
一
〇
四
五
、
尹
洙
（
一
〇
〇
一
～
一
〇
四
）
七
）
兄
弟
や
蘇
舜
元
（
一
〇
〇
六
～
一
〇
五
四
、
蘇
舜
欽
（
一
〇
）
〇
八
～
一
〇
四
八
）
兄
弟
が
師
事
し
た
人
物
で
あ
る
。
以
上
の
師
弟
関
係
を
ま
と
め
る
と
、
左
図
の
よ
う
に
な
る
。
陳
堯
佐
陳
摶
种
放
穆
修
李
之
才
邵
雍
尹
源
尹
洙
蘇
舜
元
蘇
舜
欽
孫
沖
と
こ
の
系
譜
と
の
繋
が
り
に
つ
い
て
探
っ
て
み
る
と
、
右
に、
見
た
よ
う
に
孫
沖
が
陳
堯
佐
の
発
言
を
引
用
し
て
い
る
点
の
他
に
蘇
舜
欽
が
自
作
の
文
章
八
十
五
篇
と
、
自
ら
の
古
文
観
を
述
べ
た
書
簡
（
上
孫
沖
諫
議
書
『
蘇
学
士
文
集
』
巻
九
）
を
孫
沖
に
「
」、
送
っ
て
い
る
点
を
挙
げ
ら
れ
る
。
書
簡
の
制
作
年
は
、
景
祐
三
、
四
年
（
一
〇
三
六
、
三
七
）
頃
と
思
わ
れ
る
『
続
資
治
通
鑑
［
６
］。
長
編
』
に
よ
る
と
、
孫
沖
は
景
祐
三
年
に
自
撰
の
『
五
代
紀
』
七
十
七
巻
を
献
上
し
、
天
子
に
表
彰
さ
れ
て
い
る
。
蘇
舜
欽
は
、
［
７
］
先
輩
古
文
家
で
あ
り
、
史
家
と
し
て
の
高
い
評
価
を
得
て
い
た
孫
沖
の
知
遇
を
得
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
孫
沖
に
関
す
る
資
料
は
そ
れ
程
多
く
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
は
っ
き
り
と
し
た
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
だ
が
、
以
上
の
こ
と
か
ら
推
測
す
る
に
、
彼
は
道
士
の
陳
摶
に
始
ま
る
右
の
思
想
的
系
譜
に
関
わ
る
人
々
に
近
い
存
在
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
華
麗
な
西
崑
派
の
美
文
が
一
世
を
風
靡
し
、
古
文
に
志
す
者
は
人
々
か
ら
あ
ざ
笑
わ
れ
た
（
欧
陽
脩
「
蘇
氏
文
集
序
『
居
士
集
』
巻
四
一
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
」、
、
巻
四
一
）
当
時
に
お
い
て
、
古
文
家
同
士
の
結
び
付
き
は
極
め
て
重
要
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
右
に
朱
震
の
「
進
周
易
表
」
を
引
い
た
が
「
先
天
図
」
が
こ
の
、
記
述
の
通
り
に
伝
承
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
た
だ
、
陳
摶
か
ら
邵
雍
に
至
る
ま
で
の
人
々
の
間
に
、
何
ら
か
の
思
想
的
継
承
関
係
が
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
思
想
と
は
、
や
は
り
『
易
』
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
『
宋
史
』
巻
四
三
。
「
」
、「
、
〔
〕
一
儒
林
伝
一
李
之
才
に
は
河
南
穆
脩
性
卞
嚴
寡
合
雖
李
之
才
亦
頻
在
訶
怒
中
。
之
才
事
之
益
謹
、
卒
能
受
『
易
。
時
蘇
舜
』
欽
輩
亦
從
脩
學
『
易
、
其
專
授
受
者
惟
之
才
爾
（
河
南
の
穆
』
。」
脩
性
卞
嚴
に
し
て
合
ふ
こ
と
寡
な
く
、
之
才
と
雖
も
亦
た
頻
す
く
り
に
訶
怒
の
中
に
在
り
。
之
才
之
に
事
ふ
る
こ
と
益
ま
す
謹
に
し
て
、
卒
に
能
く
『
易
』
を
受
く
。
時
に
蘇
舜
欽
の
輩
も
亦
た
脩
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に
從
ひ
て
『
易
』
を
學
ぶ
も
、
其
の
專
ら
授
受
せ
ら
る
る
者
は
惟
。）
、
、
『
』
だ
之
才
の
み
と
李
之
才
の
他
に
蘇
舜
欽
も
穆
修
か
ら
易
を
学
ん
で
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
穆
修
以
下
の
人
々
の
間
に
は
『
易
』
に
関
わ
る
思
想
の
継
承
関
係
が
存
在
し
、
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
』
、
北
宋
初
期
の
古
文
が
易
と
密
接
な
関
わ
り
の
あ
る
こ
と
は
副
島
一
郎
氏
が
す
で
に
述
べ
て
い
る
。
副
島
氏
に
よ
る
と
、
宋
［
８
］
、
（
）
初
に
活
躍
し
た
古
文
家
の
う
ち
王
禹
偁
九
五
四
～
一
〇
〇
一
を
中
心
と
す
る
雄
健
暢
達
な
古
文
を
作
っ
た
人
々
に
『
易
』
に
対
、
す
る
強
い
関
心
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
一
方
で
、
こ
の
時
期
を
代
表
す
る
も
う
一
つ
の
古
文
家
の
グ
ル
ー
プ
、
即
ち
柳
開
（
九
四
七
～
一
〇
〇
〇
）
を
中
心
と
す
る
晦
渋
古
怪
な
文
章
を
作
っ
て
い
た
人
々
に
は
、
そ
う
し
た
特
徴
は
見
ら
れ
な
い
。
陳
摶
か
ら
始
ま
る
系
譜
に
属
す
る
人
々
は
、
そ
の
思
想
的
継
承
関
係
が
『
易
』
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
ま
た
陳
堯
佐
が
難
読
な
文
章
に
反
感
を
抱
く
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
等
か
ら
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
王
禹
偁
の
グ
ル
ー
プ
に
近
い
文
章
観
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
孫
［
９
］
沖
も
ま
た
「
重
刊
絳
守
居
園
池
記
序
」
の
記
述
か
ら
、
彼
ら
に
似
、
た
文
章
観
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
嗚
戲
、
文
者
道
之
車
輿
也
。
欲
道
之
不
泥
、
在
文
之
中
正
。
秦
世
以
前
、
淳
而
不
漓
、
炎
漢
之
閒
、
煥
而
不
雜
。
□
魏
與
晉
、
稍
稍
侵
害
、
自
玆
而
下
、
驅
（
毆
」
の
誤
り
か
）
而
「
。
折
脊
。
隋
唐
以
來
、
擘
爲
二
途
、
既
不
相
近
、
頗
甚
攻
毀
。
夫
聖
人
文
章
、
若
八
卦
、
彖
、
繇
、
爻
、
象
之
體
、
雖
不
膚
、
、
。
、
。
淺
然
聖
人
之
文
終
能
傳
解
孔
子
繫
辭
則
皎
然
流
暢
其
『
詩
『
書
『
禮
『
樂
』
之
文
、
披
之
皆
可
見
意
。
是
』
』
』
聖
人
於
文
章
、
本
在
達
意
垂
法
而
已
。
不
必
須
奇
怪
而
難
入
也
由
經
書
外
子
史
百
家
之
言
固
可
通
導
獨
楊
雄
太
。
、
、
、
『
玄
』
準
『
易
』
而
爲
之
、
當
時
之
人
或
不
肯
一
覽
。
故
文
章
在
乎
正
而
不
雜
、
但
如
兩
漢
風
骨
、
則
仲
尼
、
周
公
復
出
、
固
無
所
嫌
也
。
嗚
戲
、
文
は
道
の
車
輿
な
り
。
道
の
泥
ま
ざ
ら
ん
こ
と
を
欲
な
づ
す
れ
ば
、
文
の
中
正
に
在
り
。
秦
の
世
以
前
、
淳
に
し
て
漓う
す
か
ら
ず
、
炎
漢
の
閒
、
煥
ら
か
に
し
て
雜
じ
ら
ず
。
□
魏
と
あ
き
ま
晉
と
に
、
稍
稍
侵
害
せ
ら
れ
、
玆
自
り
而
下
、
驅
ら
れ
て
脊
こ
こ
よ
せ
を
折
ら
る
。
隋
唐
以
來
、
擘
か
れ
て
二
途
と
爲
り
、
既
に
相
さ
、
。
、
ひ
近
か
ら
ず
頗
る
甚
だ
攻
毀
せ
ら
る
夫
れ
聖
人
の
文
章
八
卦
、
彖
、
繇
、
爻
、
象
の
體
の
若
き
は
、
膚
淺
な
ら
ず
と
ご
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
聖
人
の
文
な
れ
ば
、
終
に
能
く
傳
解
す
。
孔
子
の
繫
辭
は
、
則
ち
皎
然
流
暢
た
り
。
其
れ
『
詩
『
書
』
』
『
禮
『
樂
』
の
文
は
、
之
を
披
け
ば
皆
意
を
見
る
べ
し
。
』
ひ
ら
是
れ
聖
人
の
文
章
に
於
け
る
は
、
本
意
を
達
し
法
を
垂
る
る
に
在
る
の
み
。
必
ず
し
も
須
く
奇
怪
に
し
て
入
り
難
か
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
經
書
由
り
外
、
子
史
百
家
の
言
、
固
よ
り
通
導
す
べ
き
も
獨
り
楊
雄
の
太
玄
の
み
易
に
準
、
『
』
『
』
な
ぞ
ら
へ
て
之
を
爲
り
、
當
時
の
人
或
い
は
肯
て
一
覽
せ
ず
。
故
に
つ
く
文
章
は
正
に
し
て
雜
な
ら
ざ
る
に
在
り
、
但
だ
兩
漢
の
風
骨
の
如
き
の
み
は
、
則
ち
仲
尼
、
周
公
復
た
出
で
、
固
よ
り
嫌
ふ
所
無
き
な
り
。
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孫
沖
は
「
辞
達
而
已
矣
（
論
語
』
衛
霊
公
篇
）
と
い
う
伝
統
、
」
『
的
文
学
観
と
と
も
に
、
所
謂
「
載
道
」
の
文
学
観
を
示
す
。
文
は
道
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
韓
愈
が
述
べ
て
い
る
が
、
道
を
貨
物
、
文
を
そ
れ
を
載
せ
る
車
に
喩
え
る
言
説
は
、
北
宋
の
思
想
家
周
敦
頤
（
一
〇
一
七
～
一
〇
七
三
『
通
）
書
』
文
辞
の
「
文
所
以
載
道
也
。
輪
轅
飾
而
人
弗
庸
、
徒
飾
也
。
況
虛
車
乎
（
文
は
道
を
載
す
る
所
以
な
り
。
輪
轅
飾
ら
る
る
。」
の
も
人
庸
ひ
ず
ん
ば
、
徒
飾
な
り
。
況
ん
や
虛
車
を
や
）
よ
り
始
ま
。
も
ち
。
「
」
、
る
と
さ
れ
る
だ
が
右
の
重
刊
絳
守
居
園
池
記
序
の
例
か
ら
。
宋
初
に
す
で
に
そ
う
し
た
表
現
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
現
存
す
る
作
品
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
北
宋
初
期
に
お
け
る
古
文
家
た
ち
と
の
関
わ
り
が
あ
ま
り
は
っ
き
り
し
て
い
な
か
っ
た
孫
沖
で
あ
る
が
、
実
際
は
内
容
の
伝
達
を
第
一
と
す
る
文
章
観
を
有
す
る
人
た
ち
と
あ
る
程
度
の
繋
が
り
を
持
っ
て
い
た
と
推
測
で
き
。
、「
」
「
」
る
そ
う
だ
と
す
る
と
苦
渋
と
評
さ
れ
た
絳
守
居
園
池
記
を
、
彼
が
注
釈
を
施
し
て
ま
で
読
み
解
こ
う
と
し
た
動
機
や
目
的
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
二
「
樊
宗
師
爲
皇
唐
名
士
」
―
作
者
の
樊
宗
師
に
対
す
る
孫
沖
の
認
識
―
現
存
す
る
孫
沖
の
作
品
で
樊
宗
師
や
彼
の
文
章
に
言
及
す
る
も
の
は
「
重
刊
絳
守
居
園
池
記
序
」
の
他
「
与
晋
守
何
亮
書
」
が
、
、
あ
る
「
重
刊
絳
守
居
園
池
記
序
」
の
末
尾
に
は
「
沖
通
治
晉
州
。
、
、
、
。
、
時
嘗
與
晉
守
何
公
亮
書
論
樊
宗
師
所
爲
文
章
何
以
書
答
沖
剖
析
尤
見
爲
文
之
深
旨
（
沖
晉
州
を
通
治
せ
し
時
、
嘗
て
晉
。」
守
何
公
亮
に
書
を
與
へ
、
樊
宗
師
の
爲
る
所
の
文
章
を
論
ず
。
何
つ
く
、
。）
書
を
以
て
沖
に
答
へ
剖
析
尤
も
文
を
爲
る
の
深
旨
を
見
は
す
あ
ら
と
書
か
れ
て
い
る
孫
沖
は
宋
史
巻
二
九
九
の
本
伝
に
孫
。
、『
』
「〔
沖
〕
後
擧
進
士
、
登
甲
科
、
授
將
作
監
丞
、
歷
通
判
晉
、
絳
、
保
州
（
後
に
進
士
に
擧
げ
ら
れ
、
甲
科
に
登
り
、
將
作
監
丞
を
授
。」
け
ら
れ
、
歷
て
晉
、
絳
、
保
州
に
通
判
た
り
）
と
あ
る
よ
う
に
、
。
へ
絳
州
以
前
に
晋
州
（
現
在
の
山
西
省
臨
汾
市
一
帯
）
の
通
判
を
務
め
て
い
た
。
そ
の
時
、
当
地
の
知
事
で
あ
っ
た
何
亮
（
生
没
年
不
詳
）
と
、
書
簡
に
よ
っ
て
互
い
に
樊
宗
師
の
文
を
論
じ
合
っ
た
と
い
う
。
二
人
の
書
簡
は
「
重
刊
絳
守
居
園
池
記
序
」
の
続
き
の
一
、
文
に
「
其
二
書
今
亦
刊
之
記
後
（
其
の
二
書
今
亦
た
之
を
記
。」
。）
、
「
」
の
後
に
刊
む
と
あ
る
よ
う
に
再
刻
さ
れ
た
絳
守
居
園
池
記
き
ざ
と
と
も
に
石
に
刻
ま
れ
た
。
そ
し
て
現
在
は
「
絳
守
居
園
池
記
」
、
「
重
刊
絳
守
居
園
池
記
序
」
と
と
も
に
『
山
右
石
刻
叢
編
』
巻
一
、
一
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
両
書
簡
を
手
掛
か
り
に
、
孫
沖
が
「
絳
守
居
園
池
記
」
を
読
み
解
こ
う
と
し
た
動
機
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
ま
ず
、
孫
沖
が
何
亮
に
送
っ
た
書
簡
を
見
て
み
よ
う
。
由
韓
愈
氏
之
道
、
當
時
之
人
隨
而
變
者
衆
矣
。
獨
樊
宗
師
益
苦
其
詞
、
使
人
莫
能
解
曉
。
疇
昔
嘗
得
樊
生
所
爲
「
絳
守
居
園
池
記
」
一
篇
、
他
文
未
嘗
得
見
耳
。
自
首
至
末
、
凡
能
通
者
、
不
過
數
句
。
沖
負
其
文
、
區
區
十
餘
年
、
卒
不
逢
能
讀
者
。
沖
頗
□
□
生
未
知
其
道
、
果
宜
如
是
邪
。
孔
子
曰
「
周
、
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監
於
二
代
、
郁
郁
乎
文
哉
」
文
之
如
『
周
禮
、
則
使
人
易
。
』
爲
耳
。
苟
如
樊
生
、
乃
周
公
之
道
無
以
敎
人
也
。
是
樊
生
迂
言
吃
句
、
獨
取
異
於
當
時
乎
。
不
深
思
之
邪
。
…
…
夫
樊
生
之
文
、
自
述
而
自
訓
則
可
矣
。
待
其
千
百
年
有
裨
於
世
者
、
固
無
有
哉
。
、
。
韓
愈
氏
の
道
に
由
り
て
當
時
の
人
隨
ひ
て
變
ず
る
者
衆
し
お
ほ
獨
り
樊
宗
師
の
み
益
ま
す
其
の
詞
に
苦
し
み
、
人
を
し
て
能
く
解
曉
す
る
莫
か
ら
し
む
疇
昔
嘗
て
樊
生
の
爲
る
所
の
絳
。
「
つ
く
守
居
園
池
記
」
一
篇
を
得
る
も
、
他
文
未
だ
嘗
て
見
る
を
得
。
、
、
ざ
る
の
み
首
自
り
末
に
至
る
ま
で
凡
そ
能
く
通
ず
る
者
よ
數
句
に
過
ぎ
ず
。
沖
其
の
文
を
負
ひ
、
區
區
た
る
こ
と
十
餘
年
な
る
も
、
卒
に
能
く
讀
む
者
に
逢
は
ず
。
沖
頗
る
□
□
生
未
だ
其
の
道
を
知
ら
ず
、
果
た
し
て
宜
し
く
是
く
の
如
く
な
る
べ
き
か
。
孔
子
曰
く
「
周
は
二
代
に
監
み
、
郁
郁
乎
と
、
か
ん
が
し
て
文
な
る
か
な
」
と
。
文
の
『
周
禮
』
の
如
き
は
、
則
ち
人
を
し
て
爲
り
易
か
ら
し
む
る
の
み
。
苟
く
も
樊
生
の
如
け
れ
ば
、
乃
ち
周
公
の
道
以
て
人
に
敎
ふ
る
無
き
な
り
。
是
れ
、
。
樊
生
の
迂
言
吃
句
は
獨
り
異
を
當
時
に
取
ら
ん
と
す
る
か
深
く
は
之
を
思
は
ざ
る
か
。
…
…
夫
れ
樊
生
の
文
、
自
ら
述
べ
て
自
ら
訓
ず
れ
ば
則
ち
可
な
り
。
其
れ
千
百
年
に
世
を
裨た
す
く
る
者
有
る
を
待
つ
も
、
固
よ
り
有
る
無
き
か
な
。
孫
沖
は
何
亮
に
「
絳
守
居
園
池
記
」
は
あ
ま
り
に
読
解
が
困
難
で
、
あ
る
と
訴
え
る
。
そ
し
て
『
周
礼
』
の
文
と
対
比
し
つ
つ
、
樊
宗
師
の
作
る
文
章
で
は
儒
家
の
道
を
伝
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
主
張
す
る
「
夫
れ
樊
生
の
文
、
自
ら
述
べ
て
自
ら
訓
ず
れ
ば
則
ち
可
。
な
り
。
其
れ
千
百
年
に
世
を
裨
く
る
者
有
る
を
待
つ
も
、
固
よ
り
た
す
有
る
無
き
か
な
」
の
部
分
は
、
前
節
で
見
た
陳
堯
佐
が
発
し
た
こ
。
と
ば
の
内
容
と
重
な
る
。
樊
宗
師
の
文
章
に
対
す
る
孫
沖
の
評
［
］10
価
は
、
か
よ
う
に
か
な
り
否
定
的
で
あ
る
の
だ
が
、
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
孫
沖
の
批
判
の
矛
先
は
「
絳
守
居
園
池
記
」
の
、
文
辞
の
難
解
さ
に
の
み
向
け
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
一
方
の
内
容
に
関
し
て
は
、
彼
が
十
年
余
り
も
本
作
品
の
読
解
を
試
み
続
け
て
い
た
こ
と
か
ら
、
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
書
簡
を
結
ぶ
に
あ
た
り
孫
沖
は
「
沖
不
敏
、
敢
以
樊
生
之
文
爲
、
請
。
望
執
事
無
惜
剸
析
、
俾
後
人
知
乎
文
章
之
指
歸
也
（
沖
。」
不
敏
に
し
て
、
敢
へ
て
樊
生
の
文
を
以
て
請
を
爲
す
。
望
む
執
事
剸
析
を
惜
し
む
無
く
、
後
人
を
し
て
文
章
の
指
歸
を
知
ら
し
め
ん
こ
と
を
）
と
「
絳
守
居
園
池
記
」
の
解
釈
及
び
樊
宗
師
が
か
。
、
か
る
難
解
な
文
章
を
作
っ
た
意
図
の
説
明
を
何
亮
に
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
何
亮
は
、
返
書
（
答
孫
沖
書
）
の
中
で
「
」
今
以
紹
述
之
文
質
諸
周
、
孔
『
詩
『
書
『
易
『
禮
『
春
』
』
』
』
』、
、
。
、
秋
而
無
一
言
髣
髴
於
其
閒
則
是
非
昭
昭
矣
其
文
可
廢
。
、
、
、
、
、
亦
昭
昭
矣
周
孔
而
下
孟
軻
楊
雄
爲
大
儒
而
觀
軻
雄
之
書
、
則
煥
若
日
星
。
獨
『
太
玄
』
爲
隱
奧
而
深
者
、
雖
未
能
盡
其
義
、
必
能
通
其
詞
。
不
若
紹
述
之
詞
與
義
倶
昧
懜
混
沌
、
若
覘
鴻
荒
之
野
、
榛
棘
草
莽
、
不
知
其
際
也
。
今
紹
述
の
文
を
以
て
諸
を
周
、
孔
の
『
詩
『
書
『
易
』
』
』
こ
れ
『
禮
『
春
秋
』
に
質
す
も
、
一
言
も
其
の
閒
に
髣
髴
た
る
無
』
た
だ
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、
。
、
け
れ
ば
則
ち
是
非
昭
昭
た
ら
ん
其
の
文
廢
す
べ
き
も
亦
た
昭
昭
た
ら
ん
。
周
、
孔
而
下
、
孟
軻
、
楊
雄
を
大
儒
と
爲
し
、
而
し
て
軻
、
雄
の
書
は
、
則
ち
煥
ら
か
な
る
こ
と
日
あ
き
星
の
若
き
を
觀
る
。
獨
り
『
太
玄
』
の
み
隱
奧
に
し
て
深
き
ご
と
者
と
爲
し
、
未
だ
其
の
義
を
盡
く
す
能
は
ず
と
雖
も
、
必
ず
能
く
其
の
詞
に
通
ず
。
紹
述
の
詞
と
義
と
倶
に
昧
懜
混
沌
と
し
て
、
鴻
荒
の
野
、
榛
棘
た
る
草
莽
を
覘
ふ
が
若
く
、
其
の
う
か
が
際
を
知
ら
ざ
る
が
若
き
な
ら
ざ
る
な
り
。
、
、
と
樊
宗
師
の
文
章
は
こ
と
ば
も
意
味
も
よ
く
分
か
ら
な
い
た
め
捨
て
去
っ
て
し
ま
う
べ
き
だ
と
述
べ
た
。
こ
れ
だ
け
を
見
れ
ば
単
な
る
否
定
の
文
で
あ
る
が
、
た
だ
作
者
の
樊
宗
師
に
関
し
、
次
の
よ
う
な
肯
定
的
な
こ
と
ば
も
記
し
た
。
夫
樊
宗
師
紹
述
、
蓋
唐
之
儒
臣
而
篤
於
文
學
者
。
故
其
著
撰
比
諸
儒
爲
多
。
其
書
有
號
『
魁
紀
公
』
而
下
凡
七
十
五
卷
、
序
、
記
、
雜
著
又
五
百
餘
首
、
大
率
一
言
一
句
不
與
今
古
文
相
類
。
原
紹
述
之
意
、
必
欲
擺
脫
今
古
、
自
成
一
家
、
而
不
思
誤
後
人
之
深
也
。
夫
れ
樊
宗
師
紹
述
は
、
蓋
し
唐
の
儒
臣
に
し
て
文
學
に
篤
き
。
。
者
な
ら
ん
故
に
其
の
著
撰
諸
儒
に
比
べ
て
多
し
と
爲
す
其
の
書
『
魁
紀
公
』
と
號
づ
く
る
よ
り
而
下
凡
そ
七
十
五
卷
な
有
り
、
序
、
記
、
雜
著
又
た
五
百
餘
首
、
大
率
一
言
一
句
今
古
の
文
と
相
ひ
類
ず
。
紹
述
の
意
を
原
ぬ
れ
ば
、
必
ず
今
に
た
づ
古
を
擺
脫
し
、
自
ら
一
家
を
成
さ
ん
こ
と
を
欲
す
る
も
、
後
人
を
誤
る
の
深
き
を
思
は
ざ
る
な
ら
ん
。
何
亮
は
、
樊
宗
師
が
当
時
の
儒
臣
の
中
で
も
文
学
に
専
心
し
た
人
物
で
あ
る
と
述
べ
、
大
量
の
作
品
を
著
し
た
点
や
、
独
自
性
の
あ
る
文
章
を
作
ろ
う
と
努
め
た
姿
勢
は
評
価
す
る
。
た
だ
、
そ
の
独
自
性
の
追
求
が
「
近
世
學
文
、
有
隱
沒
其
旨
、
崎
嶇
其
詞
、
俾
人
、
不
得
其
句
讀
者
、
必
曰
比
樊
宗
師
猶
爲
聲
律
爾
（
近
世
文
を
。」
學
ぶ
に
、
其
の
旨
を
隱
沒
し
、
其
の
詞
を
崎
嶇
な
ら
し
め
、
人
を
し
て
其
の
句
讀
を
得
ざ
ら
し
む
る
者
有
れ
ば
、
必
ず
樊
宗
師
に
比
ぶ
れ
ば
猶
ほ
聲
律
を
爲
す
の
み
と
曰
ふ
）
と
い
う
弊
害
を
後
世
に
。
も
た
ら
し
た
こ
と
を
問
題
視
す
る
の
で
あ
る
。
同
様
の
内
容
は
、
「
、
、
。
本
書
簡
の
別
の
箇
所
で
も
嗚
呼
紹
述
之
於
儒
其
用
心
勤
矣
而
其
文
可
廢
也
。
不
然
、
誤
後
人
之
無
窮
乎
（
嗚
呼
、
紹
述
の
。」
儒
に
於
け
る
や
、
其
の
心
を
用
ふ
る
こ
と
勤
む
。
而
る
に
其
の
文
廢
す
べ
き
な
り
。
然
ら
ず
ん
ば
、
後
人
を
誤
ま
る
の
窮
ま
る
無
き
か
な
）
や
「
嗚
呼
、
紹
述
之
於
儒
、
吾
悲
其
用
心
之
勤
、
而
欲
。
必
廢
其
文
、
使
無
誤
後
人
也
（
嗚
呼
、
紹
述
之
の
儒
に
於
け
る
。」
や
、
吾
其
の
心
を
用
ふ
る
の
勤
む
る
を
悲
し
む
も
、
必
ず
其
の
文
を
廢
し
、
後
人
を
誤
ま
る
無
か
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
な
り
）
と
い
。
う
ふ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
絳
守
居
園
池
記
」
は
、
樊
宗
師
が
。
儒
家
の
精
神
に
基
づ
き
書
い
た
も
の
の
は
ず
で
あ
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
表
現
手
段
を
誤
っ
て
い
る
た
め
、
読
み
手
に
そ
れ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
嘆
い
て
い
る
訳
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
表
現
面
の
如
何
と
も
し
難
い
欠
点
を
非
難
し
な
が
ら
、
作
者
の
樊
宗
師
を
儒
臣
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
は
「
絳
守
居
園
池
記
」
に
強
い
、
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関
心
を
寄
せ
る
孫
沖
に
対
し
、
そ
の
意
義
を
あ
る
程
度
認
め
た
こ
と
に
も
な
る
。
何
亮
か
ら
の
返
書
を
受
け
取
っ
た
後
、
孫
沖
は
「
重
刊
絳
守
居
園
池
記
序
」
の
冒
頭
に
次
の
よ
う
に
記
し
た
。
長
慶
中
、
樊
宗
師
爲
絳
州
刺
史
、
嘗
作
「
絳
守
居
園
池
記
。」
其
詞
句
甚
隱
僻
、
不
明
白
。
□
在
京
師
得
此
文
、
頗
與
同
人
商
搉
、
卒
不
能
果
。
然
詳
其
意
旨
句
讀
、
樊
宗
師
又
爲
皇
唐
名
士
。
長
慶
中
、
樊
宗
師
絳
州
刺
史
爲
り
、
嘗
て
「
絳
守
居
園
池
た
」
。
、
。
記
を
作
る
其
の
詞
句
甚
だ
隱
僻
に
し
て
明
白
な
ら
ず
□
京
師
に
在
り
て
此
の
文
を
得
、
頗
る
同
人
と
商
搉
す
る
も
、
卒
に
果
た
す
能
は
ず
。
然
れ
ど
も
其
の
意
旨
句
讀
を
詳
ら
か
に
す
れ
ば
、
樊
宗
師
は
又
た
皇
唐
の
名
士
と
爲
さ
ん
。
「
絳
守
居
園
池
記
」
の
こ
と
ば
や
文
は
、
普
通
と
か
な
り
違
っ
て
い
て
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
作
品
の
中
身
や
句
読
を
は
っ
き
り
さ
せ
ら
れ
れ
ば
、
作
者
の
樊
宗
師
は
唐
代
の
名
士
と
看
做
す
こ
と
が
で
き
よ
う
と
言
う
。
作
者
の
人
物
に
対
す
る
肯
定
的
評
価
、
作
品
の
表
現
に
対
す
る
難
読
と
い
う
否
定
的
評
価
、
こ
の
二
つ
の
間
に
立
っ
て
発
さ
れ
た
こ
と
ば
で
あ
る
が
故
に
、
右
の
記
述
は
い
さ
さ
か
奇
妙
に
感
じ
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
続
け
て
孫
沖
は
「
不
知
當
時
負
此
文
走
人
門
下
、
有
誰
、
與
詳
解
而
知
之
也
（
知
ら
ず
當
時
此
の
文
を
負
ひ
て
人
の
門
下
。」
、
。）
。
に
走
れ
ば
誰
か
與
に
詳
解
し
て
之
を
知
る
有
ら
ん
や
と
記
す
ま
た
こ
の
後
も
「
苦
渋
」
と
は
程
遠
い
作
風
の
持
ち
主
で
あ
り
、
、
同
時
代
の
陳
商
に
文
の
難
点
を
非
難
し
た
韓
愈
（
答
陳
商
書
、
「
」
『
朱
文
公
校
昌
黎
先
生
集
』
巻
一
八
）
が
、
親
密
な
間
柄
に
あ
っ
た
樊
宗
師
に
対
し
て
は
そ
の
文
の
欠
点
を
指
摘
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
「
又
不
知
退
之
終
使
宗
師
之
文
如
是
（
又
た
知
ら
、
。」
ず
退
之
終
に
宗
師
の
文
を
是
く
の
如
か
ら
し
め
ん
）
と
言
う
。
孫
。
沖
が
か
よ
う
な
疑
問
を
述
べ
た
の
は
、
次
節
で
見
る
よ
う
に
、
彼
自
身
が
「
絳
守
居
園
池
記
」
の
一
部
の
読
解
に
成
功
し
、
本
作
品
は
決
し
て
読
解
が
不
可
能
な
も
の
で
は
な
い
と
知
っ
た
こ
と
で
、
中
唐
の
人
に
と
っ
て
実
は
そ
れ
程
問
題
無
く
読
む
こ
と
の
で
き
る。
文
章
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
樊
宗
師
が
「
皇
唐
の
名
士
」
で
あ
る
と
い
う
考
え
は
、
自
身
が
そ
の
作
品
を
難
解
だ
と
感
じ
る
と
い
う
事
実
以
上
に
、
孫
沖
の
頭
の
中
を
占
め
る
大
き
な
認
識
だ
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
三
「
爲
宗
師
筆
紀
處
所
者
歷
歷
可
見
」
―
孫
沖
の
「
絳
守
居
園
池
記
」
解
釈
の
方
法
―
当
初
「
絳
守
居
園
池
記
」
を
全
く
読
む
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
孫
沖
で
あ
る
が
、
後
に
通
判
と
し
て
絳
州
に
赴
任
し
た
際
、
三
つ
、
。
の
方
法
を
用
い
る
こ
と
で
読
解
作
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
一
つ
目
は
、
文
中
に
描
写
さ
れ
る
事
物
を
、
自
身
が
実
際
に
目
に
し
た
物
と
対
照
す
る
こ
と
で
あ
る
。
孫
沖
は
「
記
』
の
解
し
、
『
易
き
者
」
と
し
て
「
西
南
有
門
曰
虎
豹
（
西
南
に
門
有
り
虎
豹
。」
と
曰
ふ
）
の
部
分
を
挙
げ
、
次
の
よ
う
に
解
説
を
施
す
。
。
［
］11
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其
門
猶
在
。
左
畫
虎
鼓
怒
扶
力
、
呀
而
人
立
。
所
謂
萬
力
千
氣
。
彘
伏
地
、
雹
火
雷
風
、
黑
山
。
右
胡
人
鬅
、
黃
■
（
怨
の
上
部
分
＋
巾
）
纍
珠
、
丹
碧
錦
襖
、
身
刀
、
囊
鞾
撾
縚
。
悉
如
記
。
白
豹
玄
斑
焉
、
皆
非
故
物
也
。
亦
後
來
好
事
者
圖
之
。
其
の
門
猶
ほ
在
り
。
左
に
は
虎
鼓
怒
扶
力
し
、
呀
し
て
人
の
ご
と
く
立
つ
を
畫
く
。
所
謂
萬
力
千
氣
な
り
。
彘
地
に
、
、
。
、
伏
し
雹
火
雷
風
黑
山
あ
り
右
に
は
胡
人
鬅
と
し
て
黃
■
（
怨
の
上
部
分
＋
巾
）
纍
珠
、
丹
碧
の
錦
襖
あ
り
、
身
に
刀
あ
り
て
、
囊
鞾
撾
縚
あ
り
。
悉
く
記
の
如
し
。
白
豹
の
玄
斑
は
、
皆
故
物
に
非
ざ
る
な
り
。
亦
た
後
來
の
好
事
の
者
之
を
圖
く
な
ら
ん
。
ゑ
が
解
説
を
施
さ
れ
た
「
絳
守
居
園
池
記
」
の
原
文
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
（
文
字
は
『
山
右
石
刻
叢
編
』
巻
一
一
所
収
の
も
の
に
、
句
読
は
『
全
唐
文
（
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
十
一
月
第
一
版
）
巻
』
七
三
〇
所
収
の
も
の
に
拠
る
。
以
下
同
じ
。
。）
西
南
有
門
曰
虎
豹
。
左
畫
虎
搏
立
。
萬
力
千
氣
。
氐
發
彘
匿
地
。
努
肩
腦
。
口
牙
怏
。
抗
雹
火
雷
風
。
黑
山
震
將
合
。
右
胡
人
鬅
。
黃
■
（
怨
の
上
部
分
＋
巾
）
纍
珠
。
丹
碧
錦
襖
。
身
刀
。
囊
鞾
撾
縚
。
白
豹
玄
斑
。
飫
距
掌
胛
。
意
相
得
。
門
の
左
側
に
描
か
れ
た
虎
の
絵
と
、
右
側
に
描
か
れ
た
異
民
族
の
絵
に
つ
い
て
、
孫
沖
は
「
悉
く
記
の
如
し
」
と
述
べ
る
。
記
に
描
か
れ
た
絵
の
様
子
が
、
実
物
を
見
る
と
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
、
樊
宗
師
の
文
章
が
現
実
を
忠
実
に
捉
え
て
い
る
こ
と
の
指
摘
に
も
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
黒
ぶ
ち
の
白
豹
の
絵
に
関
し
て
は
、
全
て
中
唐
当
時
の
物
で
は
な
い
と
し
、
後
世
の
物
好
き
な
人
が
描
い
た
の
だ
ろ
う
と
言
う
。
孫
沖
が
そ
の
よ
う
に
考
え
た
理
由
は
分
か
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
豹
の
絵
の
様
子
に
つ
い
て
言
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
飫
、
「
距
掌
胛
。
意
相
得
」
の
部
分
が
、
実
際
の
絵
を
見
て
も
ど
う
し
て
。
も
理
解
で
き
な
か
っ
た
か
ら
か
、
あ
る
い
は
絵
を
目
に
す
る
前
か
ら
す
で
に
文
の
意
味
は
取
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
実
際
の
絵
の
内
容
と
一
致
し
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
絳
守
居
園
池
記
」
は
現
実
を
忠
実
に
写
し
取
っ
て
い
る
は
ず
、
だ
と
い
う
、
樊
宗
師
の
文
章
に
対
す
る
孫
沖
の
信
頼
が
こ
こ
か
ら
窺
え
る
。
「
絳
守
居
園
池
記
」
の
原
文
と
比
較
す
る
と
、
孫
沖
の
解
説
の
文
章
に
は
、
虎
と
「
彘
（
＝
豚
」
の
絵
に
関
す
る
部
分
に
若
干
の
）
書
き
換
え
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
虎
の
絵
に
関
す
る
原
文
の
「
搏
立
「
努
肩
腦
。
口
牙
怏
」
を
、
孫
沖
は
「
鼓
怒
扶
力
、
。」
。
呀
而
人
立
」
と
言
い
換
え
「
彘
」
の
絵
に
関
す
る
原
文
の
「
匿
。
、
地
」
を
孫
沖
は
「
伏
地
」
と
文
字
を
置
き
換
え
て
い
る
。
か
つ
て
、
「
」
、
川
合
康
三
氏
は
中
唐
で
は
そ
の
苦
渋
を
指
摘
さ
れ
つ
つ
も
模
倣
者
を
従
え
る
程
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
樊
宗
師
の
文
章
が
、
宋
代
で
は
た
だ
難
読
さ
を
嘆
か
れ
る
だ
け
と
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
二
つ
の
時
代
の
文
学
言
語
の
間
に
ず
れ
が
生
じ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。
川
合
氏
の
推
測
が
正
し
い
と
す
る
［
］12
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な
ら
ば
、
右
の
よ
う
な
書
き
換
え
が
、
そ
の
具
体
例
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
孫
沖
が
解
釈
の
拠
り
所
と
し
た
絵
は
、
あ
く
ま
で
彼
が
樊
宗
師
当
時
の
物
と
考
え
た
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
孫
沖
の
解
釈
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
、
全
て
絵
に
対
す
る
彼
の
見
方
が
正
し
い
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
「
絳
守
居
園
池
記
」
、
原
文
の
「
努
肩
腦
。
口
牙
怏
」
を
、
孫
沖
は
虎
の
絵
に
関
す
る
記
。
、
「
。」
、
述
と
見
前
文
の
搏
立
と
合
わ
せ
て
書
き
換
え
を
行
っ
た
が
こ
の
二
句
は
元
々
「
彘
」
の
絵
に
関
す
る
記
述
の
後
に
置
か
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
努
肩
腦
。
口
牙
怏
」
と
描
、
。
写
さ
れ
る
べ
き
「
彘
」
の
絵
が
、
本
来
は
別
に
存
在
し
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
我
々
は
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
。
孫
沖
が
採
っ
た
二
つ
目
の
方
法
は
「
重
刊
絳
守
居
園
池
記
序
」
、
に
、「
、
。
又
曰
考
其
室
亭
沼
池
之
增
蓋
豪
王
才
侯
襲
以
奇
意
相
勝
至
今
過
客
尙
往
往
指
可
創
起
處
」
如
此
不
過
數
處
、
俾
人
再
。
三
讀
之
、
可
曉
□
理
。
又
た
曰
く
「
其
の
室
亭
沼
池
の
增
す
を
考
ふ
る
に
、
蓋
し
豪
、
王
才
侯
襲
ね
て
奇
意
を
以
て
相
ひ
勝
ら
ん
と
せ
ん
。
今
に
至
か
さ
る
ま
で
過
客
尙
ほ
往
往
創
起
す
べ
き
處
を
指
す
」
と
。
此
く
の
如
き
は
數
處
に
過
ぎ
ず
、
人
を
し
て
再
三
之
を
讀
ま
し
む
れ
ば
、
□
理
を
曉
る
べ
し
。
と
あ
る
よ
う
に
、
文
を
繰
り
返
し
読
む
こ
と
で
あ
る
「
絳
守
居
園
。
池
記
」
の
原
文
考
其
臺
亭
沼
池
之
增
。
蓋
豪
王
才
侯
襲
以
奇
異
相
勝
。
至
今
過
客
尙
往
往
有
指
可
創
起
處
。
と
比
較
す
る
と
、
異
同
は
一
句
目
で
「
臺
」
字
が
「
室
」
字
に
変
わ
り
、
三
句
目
で
「
有
」
字
が
無
く
な
っ
て
い
る
二
点
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
一
つ
目
の
方
法
に
よ
っ
て
読
解
が
行
わ
れ
た
文
に
比
べ
、
こ
れ
は
文
章
そ
の
も
の
が
孫
沖
に
と
っ
て
理
解
し
易
か
っ
た
の
だ
と
分
か
る
（
前
節
で
引
い
た
「
與
晉
守
何
亮
書
」
に
「
凡
そ
能
く
通
ず
る
者
、
數
句
に
過
ぎ
ず
」
と
あ
っ
た
の
は
、
。
こ
の
二
つ
目
の
方
法
に
よ
っ
て
理
解
で
き
た
箇
所
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
。）
最
後
の
方
法
は
、
読
解
に
役
立
つ
資
料
を
探
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。如
曰
「
水
本
於
正
平
軌
、
正
平
、
帶
郭
縣
也
。
隋
開
皇
十
三
」
年
、
内
軍
將
軍
梁
軌
爲
臨
汾
令
。
臨
汾
、
卽
正
平
也
。
十
八
年
改
正
平
也
。
軌
、
字
世
謨
、
材
令
也
。
患
州
民
井
滷
、
生
圖
經
云
鼓
物
瘠
痩
因
鑿
山
原
自
北
三
十
里
引
古
水
、
、
。『
』
「
地
缺
絶
、
經
濠
坎
、
則
續
之
以
槽
。
穿
城
墉
、
入
衙
堆
水
。」
注
池
。
別
分
走
街
巷
阡
陌
、
汩
汩
然
鳴
、
激
洅
渠
、
又
漑
灌
畦
町
、
訖
入
於
汾
河
。
其
文
多
如
此
類
、
故
欲
使
人
昏
迷
、
往
往
莫
辯
其
理
。
頃
縣
前
有
梁
軌
遺
記
、
熟
見
其
蹟
、
則
知
「
水
本
於
正
平
軌
、
由
此
而
發
語
也
。
餘
無
遺
據
、
則
皆
莫
」
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能
知
。
「
水
正
平
の
軌
に
本
づ
く
」
と
曰
ふ
が
如
き
は
、
正
平
、
帶
郭
の
縣
な
り
。
隋
の
開
皇
十
三
年
、
内
軍
將
軍
梁
軌
臨
汾
令
と
爲
る
。
臨
汾
は
、
卽
ち
正
平
な
り
。
十
八
年
正
平
に
改
む
る
な
り
。
軌
、
字
は
世
謨
、
材
令
な
り
。
州
民
の
井
滷
と
し
て
、
生
物
瘠
痩
た
る
を
患
へ
、
因
り
て
山
原
を
鑿
『
圖
經
』
に
「
鼓
堆
水
」
と
ち
、
北
三
十
里
自
り
古
水
を
引
く
。
よ
地
缺
絶
し
、
濠
坎
を
經
れ
ば
、
則
ち
之
に
續
ぐ
に
云
ふ
。
。
、
。
槽
を
以
て
す
城
墉
を
穿
ち
衙
に
入
ら
し
め
て
池
に
注
ぐ
別
に
分
か
れ
て
街
巷
阡
陌
を
走
り
、
汩
汩
然
と
し
て
鳴
り
、
激
し
く
渠
に
洅
た
り
て
、
又
た
畦
町
に
漑
灌
し
、
訖
に
汾
河
つ
ひ
に
入
ら
し
む
。
其
の
文
此
く
の
如
き
類
多
く
、
故
に
人
を
こ
と
さ
ら
し
て
昏
迷
し
、
往
往
其
の
理
を
辯
ず
る
莫
か
ら
し
め
ん
と
欲
す
。
頃
縣
の
前
に
梁
軌
の
遺
記
有
り
、
熟
つ
ら
其
の
蹟
を
こ
の
ご
ろ
見
れ
ば
、
則
ち
「
水
正
平
の
軌
に
本
づ
く
」
は
、
此
れ
に
由
り
て
語
を
發
す
る
を
知
る
な
り
。
餘
は
遺
據
無
け
れ
ば
、
則
ち
皆
能
く
知
る
莫
し
。
孫
沖
は
、
絳
州
正
平
県
で
手
に
入
れ
た
隋
の
将
軍
梁
軌
の
事
績
が
書
か
れ
た
遺
文
を
手
掛
か
り
に
「
水
本
於
正
平
軌
」
と
い
う
句
の
、
意
味
や
、
梁
軌
が
行
っ
た
灌
漑
事
業
に
関
す
る
記
述
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
。
上
の
解
釈
の
文
と
。
。
。
。
如
原
隰
隄
谿
壑
水
引
古
自
源
三
十
里
鑿
高
槽
絶
竇
墉
爲
池
溝
沼
渠
瀑
潨
。
潺
衆
。
出
汩
汩
街
巷
畦
町
阡
陌
閒
。
入
汾
。
…
…
水
本
於
正
平
軌
。
病
丼
滷
生
物
瘠
。
引
古
沃
澣
。
と
い
う
「
絳
守
居
園
池
記
」
の
原
文
と
の
違
い
の
大
き
さ
を
見
て
分
か
る
よ
う
に
、
孫
沖
に
と
っ
て
こ
の
箇
所
は
殊
に
難
読
で
あ
っ
た
。
遺
文
が
普
通
に
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
分
「
絳
守
居
園
、
池
記
」
の
読
み
に
く
さ
は
よ
り
強
く
感
じ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
「
絳
守
居
園
池
記
」
は
元
々
中
唐
の
人
、
に
と
っ
て
問
題
無
く
読
む
こ
と
の
で
き
る
文
章
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
孫
沖
は
疑
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
同
時
に
彼
は
、
樊
宗
師
が
「
故
に
人
を
し
て
昏
迷
し
、
往
往
其
の
理
を
辯
ず
る
莫
か
ら
し
め
ん
と
欲
」
し
て
本
作
品
を
作
っ
た
と
も
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
遺
文
を
手
掛
か
り
と
す
る
こ
の
読
解
方
法
は
、
記
述
の
拠
り
所
を
見
付
け
る
と
い
う
点
で
、
景
物
の
描
写
を
実
物
と
対
照
す
る
一
つ
目
の
や
り
方
と
類
似
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
内
容
に
関
し
て
は
、
孫
沖
は
で
た
ら
め
だ
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
以
上
に
述
べ
た
三
つ
の
方
法
の
う
ち
、
文
を
繰
り
返
し
読
む
と
い
う
二
つ
目
の
や
り
方
は
、
お
そ
ら
く
「
絳
守
居
園
池
記
」
を
手
に
入
れ
た
当
初
か
ら
用
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
理
解
で
き
る
箇
所
は
ご
く
僅
か
だ
と
い
う
こ
と
は
孫
沖
自
身
も
述
べ
て
い
る
た
め
、
さ
ほ
ど
注
目
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
重
要
な
の
は
一
つ
目
と
三
つ
目
の
方
法
で
、
い
ず
れ
も
彼
が
実
際
に
絳
州
の
地
を
訪
れ
た
こ
と
で
は
じ
め
て
可
能
と
な
っ
た
「
重
刊
絳
守
居
。
園
池
記
序
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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、
。
、
咸
平
六
年
七
月
沖
奉
詔
爲
絳
州
通
判
…
…
及
遊
覽
園
池
考
其
亭
臺
、
池
塘
、
渠
竇
、
花
木
、
隄
原
、
川
河
、
井
閭
、
牆
墉
、
門
戸
、
凡
爲
宗
師
筆
紀
處
所
者
、
雖
與
舊
多
徙
移
、
然
歷
歷
可
見
。
咸
平
六
年
七
月
、
沖
詔
を
奉
り
て
絳
州
通
判
と
爲
る
。
…
…
園
池
を
遊
覽
し
、
其
の
亭
臺
、
池
塘
、
渠
竇
、
花
木
、
隄
原
、
川
河
、
井
閭
、
牆
墉
、
門
戸
を
考
ふ
る
に
及
び
、
凡
そ
、
、
宗
師
に
筆
紀
せ
ら
る
る
處
所
は
舊
と
多
く
徙
移
す
と
雖
も
然
れ
ど
も
歷
歷
と
し
て
見
る
べ
し
。
孫
沖
は
、
絳
州
長
官
の
邸
宅
に
あ
る
庭
園
を
見
物
し
た
際
、
そ
こ
に
あ
る
あ
ず
ま
や
や
う
て
な
、
池
、
水
路
、
花
や
木
々
、
土
手
、
川
、
井
戸
、
垣
根
、
門
戸
等
が
「
絳
守
居
園
池
記
」
に
描
か
れ
る
、
ま
ま
に
存
在
す
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
む
ろ
ん
、
樊
宗
師
の
時
代
と
の
二
百
年
近
い
隔
た
り
に
よ
っ
て
、
そ
の
多
く
は
失
わ
れ
た
り
、
名
前
が
変
わ
っ
て
い
た
り
は
し
た
。
だ
が
、
た
と
え
「
猶
視
其
文
未
能
過
半
（
猶
ほ
其
の
文
未
だ
過
半
を
能
く
せ
ざ
る
を
視
。」
る
）
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
発
見
は
極
め
て
大
き
。
か
っ
た
に
違
い
な
い
「
重
刊
絳
守
居
園
池
記
序
」
は
、
孫
沖
が
発
。
見
し
た
こ
の
新
た
な
読
解
手
段
を
示
す
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
書
か
れ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
四
「
紹
述
之
文
其
必
有
据
」
―
北
宋
に
お
け
る
「
絳
守
居
園
池
記
」
の
受
容
―
周
知
の
通
り
、
北
宋
は
中
唐
の
古
文
家
に
対
す
る
再
評
価
が
な
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
。
特
に
韓
愈
は
、
次
に
挙
げ
る
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
三
十
五
種
類
の
文
集
が
編
纂
さ
れ
た
。
［
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本
晏
殊
本
宋
銭
思
公
家
本
蔡
斉
本
宋
綬
本
庠
（
宋
祁
）
本
劉
燁
本
欧
陽
修
祥
符
杭
本
秘
閣
本
蘇
頌
本
嘉
祐
蜀
本
呂
校
理
本
張
載
本
呂
夏
卿
本
大
防
本
黄
庭
堅
校
本
張
耒
校
本
紹
陳
師
道
編
校
本
曾
肇
本
洪
聖
本
鮑
由
校
本
北
宋
監
本
沈
晦
校
本
朱
台
符
本
穆
修
本
王
洙
本
尹
洙
本
韓
絳
興
祖
本
魏
泰
本
趙
本
周
敦
頤
本
曾
鞏
本
京
本
孫
朴
本
子
櫟
『
韓
文
年
譜
』
太
字
に
し
た
の
は
、
校
語
や
注
釈
、
評
論
、
句
読
が
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
も
の
で
あ
る
「
絳
守
居
園
池
記
」
の
再
刻
や
、
。
孫
沖
に
よ
る
本
作
品
の
読
解
の
試
み
も
ま
た
、
こ
う
し
た
当
時
の
流
れ
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
第
二
節
で
引
い
た
「
重
刊
絳
守
居
園
池
記
序
」
の
冒
頭
に
は
、
「
□
在
京
師
得
此
文
、
頗
與
同
人
商
搉
（
□
京
師
に
在
り
て
此
」
の
文
を
得
、
頗
る
同
人
と
商
搉
す
）
と
、
孫
沖
及
び
彼
の
同
人
た
ち
が
「
絳
守
居
園
池
記
」
の
読
解
を
試
み
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
が
、
こ
の
他
樊
宗
師
の
文
章
が
北
宋
文
人
の
鑑
賞
の
対
象
と
な
、
（
）
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
資
料
に
晏
殊
九
九
一
～
一
〇
五
五
「
与
富
監
丞
書
」
が
あ
る
。
［
］14
去
歲
連
得
郵
中
書
、
幷
劉
夢
得
、
崔
巨
、
樊
宗
師
諸
石
記
、
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尤
慰
。
…
…
宗
師
之
作
乃
好
古
之
過
矣
。
安
有
是
哉
。
安
有
是
哉
。
去
歲
連
り
に
郵
中
の
書
、
幷
び
に
劉
夢
得
、
崔
巨
、
樊
宗
師
し
き
の
諸
石
記
を
得
、
尤
も
慰
め
ら
る
。
…
…
宗
師
の
作
は
乃
ち
古
を
好
む
の
過
ぐ
る
な
り
。
安
く
ん
ぞ
是
れ
有
ら
ん
や
。
安
く
ん
ぞ
是
れ
有
ら
ん
や
。
娘
婿
の
富
弼
（
一
〇
〇
四
～
一
〇
八
三
）
が
石
に
刻
ま
れ
た
劉
禹
錫
、
崔
巨
、
樊
宗
師
の
「
記
」
を
送
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
対
し
て
礼
を
述
べ
る
。
樊
宗
師
の
「
記
」
は
具
体
的
な
作
品
名
が
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
北
宋
に
お
け
る
彼
の
作
品
の
残
存
状
況
や
、
富
弼
が
景
祐
二
年
か
ら
三
年
（
一
〇
三
五
～
一
〇
三
六
）
に
か
け
て
絳
州
通
判
を
務
め
た
際
、
絳
守
居
園
池
内
で
嵩
巫
亭
の
建
造
と
勧
徳
堂
の
増
修
を
行
っ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
「
絳
守
居
園
池
記
」
［
］
、
15
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
副
島
一
郎
氏
に
よ
る
と
、
晏
殊
は
西
崑
派
の
代
表
的
人
物
の
一
人
と
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
実
際
は
古
文
の
復
興
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
特
に
慶
暦
四
年
（
一
〇
四
四
）
以
降
は
、
経
書
や
韓
愈
、
柳
宗
元
の
古
文
を
耽
読
し
た
と
い
う
。
た
だ
、
樊
宗
師
の
作
品
は
古
代
へ
の
愛
好
心
が
過
度
［
］16
に
表
れ
て
い
る
と
非
難
す
る
右
の
記
述
を
見
る
と
、
晏
殊
に
と
っ
て
も
「
絳
守
居
園
池
記
」
は
、
や
は
り
難
読
の
文
章
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
『
文
献
通
考
』
巻
二
三
三
「
経
籍
考
」
集
・
別
集
に
は
、
陳
氏
曰
、
…
…
〔
韓
〕
退
之
作
樊
墓
志
、
稱
「
其
爲
文
不
剽
」。
「
」、
。
、
襲
觀
絳
守
居
園
池
記
誠
亦
太
奇
澁
矣
本
朝
王
晟
劉
忱
皆
爲
之
註
解
。
陳
氏
曰
く
、
…
…
退
之
樊
の
墓
志
を
作
り
「
其
れ
文
を
爲
、
つ
く
る
に
剽
襲
せ
ず
」
と
稱
す
「
絳
守
居
園
池
記
」
を
觀
る
に
、
。
誠
に
亦
た
太
だ
奇
澁
な
り
。
本
朝
の
王
晟
、
劉
忱
皆
之
が
は
な
は
註
解
を
爲
す
。
と
「
絳
守
居
園
池
記
」
に
注
釈
を
施
し
た
人
物
に
つ
い
て
述
べ
た
、
陳
振
孫
の
こ
と
ば
が
引
か
れ
る
（
た
だ
し
、
現
存
す
る
『
直
斎
書
録
解
題
』
に
こ
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
劉
忱
に
つ
い
て
は
詳
。）
細
は
不
明
だ
が
、
王
晟
に
関
し
て
は
『
直
斎
書
録
解
題
』
巻
一
六
、
「
別
集
類
上
」
に
記
載
が
あ
る
。
〔
樊
宗
師
集
』
一
卷
『
絳
守
園
池
記
注
』
一
卷
〕
唐
諫
議
『
、
。
、
『
』
大
夫
南
陽
樊
宗
師
紹
述
撰
韓
文
公
爲
墓
誌
稱
魁
紀
公
三
十
卷
『
樊
子
』
三
十
卷
、
詩
文
千
餘
篇
。
今
所
存
纔
數
篇
、
耳
。
讀
之
殆
不
可
句
。
有
王
晟
者
、
天
聖
中
爲
絳
倅
、
取
其
「
園
池
記
、
章
解
而
句
釋
之
、
猶
有
不
盡
通
者
。
」
。
、
唐
諫
議
大
夫
南
陽
樊
宗
師
紹
述
撰
韓
文
公
墓
誌
を
爲
り
つ
く
『
魁
紀
公
』
三
十
卷
『
樊
子
』
三
十
卷
、
詩
文
千
餘
篇
と
稱
、
す
。
今
存
す
る
所
纔
か
に
數
篇
の
み
。
之
を
讀
む
に
殆
ど
句
す
べ
か
ら
ず
。
王
晟
な
る
者
有
り
、
天
聖
中
絳
の
倅
と
爲
り
、
其
の
「
園
池
記
」
を
取
り
て
、
章
解
し
て
之
を
句
釋
す
る
も
、
猶
ほ
盡
く
は
通
ぜ
ざ
る
者
有
り
。
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王
晟
も
ま
た
孫
沖
同
様
、
天
聖
年
間
（
一
〇
二
三
～
一
〇
三
二
）
に
絳
州
の
通
判
と
な
っ
た
際
「
絳
守
居
園
池
記
」
に
注
釈
を
施
し
、
た
。
注
そ
の
も
の
が
残
っ
て
い
な
い
以
上
あ
く
ま
で
想
像
に
過
ぎ
な
い
が
、
王
晟
は
当
地
に
あ
っ
た
孫
沖
の
「
重
刊
絳
守
居
園
池
記
序
」
を
見
て
、
自
ら
も
注
釈
を
施
す
こ
と
を
思
い
立
っ
た
の
で
な
な
い
だ
ろ
う
か
。
天
聖
は
、
孫
沖
が
「
重
刊
絳
守
居
園
池
記
序
」
を
書
い
た
景
徳
元
年
（
一
〇
〇
四
）
か
ら
二
十
年
程
し
か
経
っ
て
、
。
お
ら
ず
ま
だ
本
序
文
を
刻
ん
だ
石
は
残
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
ま
た
、
欧
陽
脩
「
絳
守
居
園
池
」
詩
（
居
士
集
』
巻
二
『
欧
『
、
陽
文
忠
公
集
』
巻
二
、
全
二
十
四
句
）
も
、
彼
が
実
際
に
絳
州
に
立
ち
寄
っ
た
際
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
最
初
の
八
句
で
、
［
］17
樊
宗
師
が
文
章
を
作
る
際
に
前
人
の
こ
と
ば
を
踏
襲
し
な
か
っ
た
こ
と
「
絳
守
居
園
池
記
」
が
『
尚
書
』
の
句
読
を
真
似
た
難
読
な
、
作
品
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
後
、
次
の
よ
う
に
う
た
う
。
９
荒
煙
古
木
蔚
遺
墟
荒
煙
古
木
蔚
た
る
遺
墟
我
來
嗟
秖
得
其
餘
我
來
た
り
て
嗟
く
秖
だ
其
の
餘
を
な
げ
た
10
得
る
の
み
な
る
を
柏
槐
端
莊
偉
丈
夫
柏
槐
端
莊
た
る
偉
丈
夫
11蒼
顏
鬱
鬱
老
不
枯
蒼
顏
鬱
鬱
と
し
て
老
ゆ
る
も
枯
12
ち
ず
靚
容
新
麗
一
何
姝
靚
容
新
麗
に
し
て
一
に
何
ぞ
姝し
ゅ
13
た
る
淸
池
翠
蓋
擁
紅
蕖
淸
池
に
翠
蓋
紅
蕖
を
擁
く
い
だ
14胡
鬅
虎
搏
豈
足
道
胡
鬅
虎
搏
豈
に
道
ふ
に
足
ら
ん
や
こ
ほ
う
こ
は
く
い
15
記
錄
細
碎
何
區
區
記
錄
細
碎
と
し
て
何
ぞ
區
區
た
16
る
欧
陽
脩
は
孫
沖
同
様
「
絳
守
居
園
池
記
」
に
描
写
さ
れ
る
事
物
を
、
自
身
が
実
際
に
庭
園
で
目
に
し
た
物
と
対
照
し
て
い
る
。
第
十
［
］18
「
」
、
句
の
我
來
た
り
て
嗟
く
秖
だ
其
の
餘
を
得
る
の
み
な
る
を
は
庭
園
が
廃
墟
と
化
し
た
こ
と
自
体
を
嘆
く
気
持
ち
と
と
も
に
「
絳
、
守
居
園
池
記
」
を
読
み
解
く
の
に
必
要
な
実
際
の
風
景
や
事
物
の
多
く
が
、
す
で
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
残
念
に
思
う
気
持
。
、
ち
を
表
し
て
い
る
欧
陽
脩
か
ら
見
て
樊
宗
師
の
景
物
の
描
写
は
細
々
し
い
ま
で
に
詳
細
な
「
記
錄
」
で
あ
っ
た
「
絳
守
居
園
池
」
。
詩
は
、
欧
陽
脩
が
「
絳
守
居
園
池
記
」
の
難
解
さ
を
非
難
し
た
作
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
筆
者
が
か
つ
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
後
半
部
分
は
樊
宗
師
が
敢
え
て
読
み
に
く
い
文
章
を
作
っ
た
理
由
に
つ
い
て
一
定
の
理
解
を
示
す
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
欧
陽
脩
に
と
っ
て
「
絳
守
居
園
池
記
」
は
、
樊
宗
師
が
意
［
］19
図
し
て
作
っ
た
難
読
の
文
章
で
あ
る
と
同
時
に
、
現
実
と
対
照
す
る
こ
と
で
「
読
め
る
は
ず
」
の
文
章
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
司
馬
光
（
一
〇
一
九
～
一
〇
八
六
）
も
、
絳
州
を
訪
れ
「
」
。
た
際
に
作
っ
た
文
の
中
で
絳
守
居
園
池
記
に
触
れ
て
い
る
［
］20
。
「
」
「
」、
鼓
堆
在
州
治
所
西
北
二
十
五
里
樊
紹
述
守
居
記
作
古
『
』
「
」。
、
、
。
州
之
圖
志
作
鼓
鼓
者
人
馬
踐
之
逢
逢
如
鼓
狀
蓋
水
原
充
滿
石
下
而
然
云
。
紹
述
之
文
、
其
必
有
据
。
然
今
以
耳
目
驗
之
、
則
『
圖
志
』
亦
未
可
全
廢
也
。
…
…
嘉
祐
元
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年
（
一
〇
五
六
）
九
月
壬
寅
（
二
十
三
日
、
通
判
幷
州
事
司
）
馬
光
以
事
至
絳
。
鼓
堆
州
の
治
所
の
西
北
二
十
五
里
に
在
り
樊
紹
述
の
守
。
「
居
記
「
古
」
に
作
り
、
州
の
『
圖
志
「
鼓
」
に
作
る
。
鼓
」
』
は
、
人
馬
之
を
踐
め
ば
、
逢
逢
た
る
こ
と
鼓
の
狀
の
如
け
れ
ふ
ば
な
り
。
蓋
し
水
原
石
の
下
に
充
滿
し
て
然
云
は
ん
。
紹
し
か
述
の
文
、
其
れ
必
ず
据
る
有
ら
ん
。
然
れ
ど
も
今
耳
目
を
以
て
之
を
驗
せ
ば
、
則
ち
『
圖
志
』
も
亦
た
未
だ
全
く
は
廢
た
め
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
…
…
嘉
祐
元
年
九
月
壬
寅
、
通
判
幷
州
事
司
馬
光
事
を
以
て
絳
に
至
る
。
司
馬
光
は
丘
（
堆
）
の
名
称
に
つ
い
て
「
古
堆
」
に
作
る
「
絳
守
、
居
園
池
記
」
に
は
、
き
っ
と
拠
り
所
が
あ
っ
た
は
ず
だ
と
言
う
。
ま
た
「
鼓
堆
」
に
作
る
絳
州
の
『
図
志
』
に
つ
い
て
も
、
現
地
の
様
子
か
ら
そ
の
よ
う
に
作
る
理
由
を
推
測
し
、
全
く
捨
て
去
っ
て
よ
い
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。
こ
こ
か
ら
、
樊
宗
師
の
文
章
の
内
容
は
信
頼
す
る
に
足
る
と
い
う
司
馬
光
の
評
価
と
と
も
に
、
こ
と
ば
と
現
実
と
の
一
致
を
重
ん
じ
る
彼
の
姿
勢
が
窺
え
る
。
そ
し
て
そ
の
「
現
実
」
は
「
絳
守
居
園
池
記
」
に
つ
い
て
は
中
唐
に
お
け
、
る
現
実
『
図
志
』
に
つ
い
て
は
北
宋
に
お
け
る
現
実
と
、
そ
れ
ぞ
、
。
、
れ
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
た
と
え
時
代
を
異
に
し
て
は
い
て
も
各
々
の
現
実
に
依
拠
し
て
作
ら
れ
て
い
る
限
り
、
資
料
と
し
て
の
価
値
が
あ
る
の
だ
と
司
馬
光
は
考
え
て
い
た
『
資
治
通
鑑
』
執
筆
。
の
際
に
彼
が
行
っ
た
厳
密
な
資
料
の
取
捨
選
択
は
、
こ
う
し
た
考
え
を
反
映
し
た
も
の
だ
と
言
え
る
。
以
上
に
取
り
上
げ
た
注
釈
や
作
品
は
、
全
て
孫
沖
の
「
重
刊
絳
守
居
園
池
記
序
」
よ
り
も
後
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
存
す
る
資
料
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
者
が
本
序
文
を
読
ん
で
い
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
先
に
見
た
『
文
献
通
考
』
に
引
く
陳
振
孫
の
「
本
朝
の
王
晟
、
劉
忱
皆
之
が
註
解
を
爲
す
」。
と
い
う
こ
と
ば
か
ら
す
る
と
、
孫
沖
の
注
釈
は
多
く
の
作
者
の
目
に
は
触
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
逆
に
、
直
接
的
な
影
響
関
係
が
無
い
か
ら
こ
そ
、
記
述
の
中
身
と
実
際
の
風
景
と
を
対
照
さ
せ
る
と
い
う
孫
沖
と
欧
陽
脩
の
読
解
方
法
や
「
古
堆
」
の
、
名
称
に
拠
り
所
が
あ
る
と
す
る
司
馬
光
の
記
載
の
裏
に
、
こ
と
ば
と
現
実
と
の
対
応
を
重
ん
じ
る
北
宋
人
の
共
通
の
思
考
が
透
け
て
見
え
る
。
筆
者
が
調
査
し
た
限
り
で
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
人
物
を
含
め
「
絳
守
居
園
池
記
」
の
文
辞
に
ま
で
肯
定
的
な
評
価
を
与
え
る
、
北
宋
文
人
は
い
な
か
っ
た
。
中
唐
と
は
違
い
、
北
宋
で
は
、
樊
宗
師
の
文
章
は
鑑
賞
の
対
象
に
は
な
っ
て
も
、
模
倣
の
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
鑑
賞
に
し
て
も
、
中
唐
古
文
家
の
見
直
し
と
い
う
当
時
の
流
れ
の
中
で
行
わ
れ
た
行
為
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
韓
愈
、
柳
宗
元
等
に
比
べ
る
と
、
作
者
の
樊
宗
師
に
対
す
る
評
価
は
や
は
り
低
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
韓
愈
が
称
揚
し
て
い
た
た
め
に
多
少
注
目
を
集
め
た
と
い
う
の
が
実
際
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
注
釈
に
つ
い
て
も
、
他
人
が
読
め
な
い
も
の
を
自
分
が
読
ん
で
み
せ
る
と
い
う
注
釈
者
の
虚
栄
心
が
動
機
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
絳
州
を
訪
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
彼
の
地
に
縁
の
あ
る
人
物
、
作
品
を
顕
彰
す
る
目
的
で
読
解
を
行
っ
た
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可
能
性
や
、
自
身
の
学
者
と
し
て
の
実
績
作
り
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
そ
れ
で
も
な
お
、
晩
唐
、
五
代
の
間
に
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
樊
宗
師
の
文
章
が
、
北
宋
に
入
っ
て
再
び
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
や
は
り
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
中
唐
に
お
い
て
「
苦
渋
」
を
尊
ば
れ
た
樊
宗
師
の
文
章
は
「
苦
渋
」
で
あ
る
が
故
に
、
わ
ず
か
な
が
ら
作
品
を
、
後
生
に
残
す
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
言
え
よ
う
。
お
わ
り
に
川
合
康
三
氏
は
、
あ
る
時
代
の
文
学
が
前
代
の
文
学
を
継
承
す
る
場
合
、
そ
の
時
代
自
身
の
要
求
に
適
っ
た
部
分
が
受
容
さ
れ
る
と
述
べ
た
宋
代
の
古
文
家
に
よ
る
「
絳
守
居
園
池
記
」
の
［
］。21
受
容
の
在
り
方
は
こ
れ
に
当
て
は
ま
る
部
分
が
あ
る
秦
観
一
、
。
（
〇
四
九
～
一
一
〇
〇
）
が
「
韓
愈
論
（
淮
海
集
』
巻
二
二
）
、
」
『
「
」
「
」
、「
、
の
中
で
文
の
一
つ
と
し
て
叙
事
之
文
を
挙
げ
考
同
異
次
舊
聞
、
不
虛
美
、
不
隱
惡
、
人
以
爲
實
錄
（
同
異
を
考
へ
、
。」
舊
聞
を
次
で
、
虛
し
く
美
せ
ず
、
惡
を
隱
さ
ず
、
人
以
て
實
錄
と
よ
み
爲
す
）
と
記
す
よ
う
に
、
こ
と
ば
と
現
実
の
一
致
に
対
す
る
。
［
］22
尊
重
は
、
宋
代
古
文
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
浅
見
洋
二
氏
が
か
つ
て
論
じ
た
よ
う
に
、
宋
代
に
は
詩
に
つ
い
て
も
同
様
の
主
張
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
古
文
に
お
け
る
議
論
が
詩
と
異
な
る
の
［
］23
は
、
現
実
を
忠
実
に
写
し
取
っ
た
文
章
を
読
ん
だ
時
、
宋
人
は
そ
こ
に
美
を
見
出
す
よ
り
も
、
多
く
は
史
料
的
側
面
に
目
を
向
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
示
し
た
例
で
言
え
ば
、
景
物
の
描
「
」
「
」
、
写
が
詳
細
な
絳
守
居
園
池
記
を
欧
陽
脩
が
記
錄
と
呼
び
丘
の
名
称
の
今
と
昔
に
お
け
る
違
い
を
述
べ
る
際
司
馬
光
が
絳
、
「
守
居
園
池
記
」
の
記
述
と
の
比
較
に
絳
州
の
地
理
書
で
あ
る
『
図
志
』
を
持
ち
出
し
た
の
が
ま
さ
に
そ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
文
は
詩
と
違
い
、
一
句
の
字
数
や
音
律
等
の
規
則
が
無
く
、
対
象
を
あ
る
が
ま
ま
に
写
し
取
る
こ
と
が
比
較
的
容
易
で
あ
る
た
め
、
記
述
の
内
容
や
そ
の
信
憑
性
に
評
価
の
目
が
向
け
ら
れ
や
す
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
古
文
が
し
ば
し
ば
歴
史
に
関
係
す
る
作
品
の
中
で
作
ら
れ
る
こ
と
も
、
理
由
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
孫
沖
は
、
韓
愈
以
降
の
古
文
の
衰
退
と
、
同
時
に
現
れ
た
弊
害
に
つ
い
て
述
べ
た
際
「
今
則
尤
甚
（
今
は
則
ち
尤
、
。」
も
甚
し
）
と
述
べ
、
宋
代
の
古
文
の
有
様
を
最
も
深
刻
視
し
た
。
。
、
、
祝
尚
書
氏
に
よ
れ
ば
こ
れ
は
当
時
柳
開
を
中
心
と
す
る
一
派
が
晦
渋
古
怪
な
文
章
を
作
っ
て
い
た
こ
と
を
指
す
と
い
う
。
祝
氏
［
］24
、
『
』
『
』
『
』
は
前
漢
の
揚
雄
が
易
経
や
論
語
を
模
し
て
太
玄
経
や
『
法
言
』
を
著
し
た
よ
う
に
、
宋
初
に
は
古
代
の
文
章
を
真
似
て
作
文
す
る
こ
と
が
流
行
っ
て
い
た
と
言
い
、
実
際
に
柳
開
の
文
章
を
例
に
、
そ
れ
が
『
法
言
』
の
文
章
を
模
擬
、
あ
る
い
は
剽
窃
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
具
体
的
に
示
し
た
。
後
世
、
道
学
家
の
先
駆
け
と
看
做
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
柳
開
の
文
章
が
、
儒
家
の
道
の
鼓
吹
に
力
を
注
ぐ
あ
ま
り
、
抽
象
的
な
議
論
に
中
身
が
偏
り
、
当
時
の
読
者
に
晦
渋
だ
と
受
け
取
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。
い
ず
れ
も
難
解
、
難
読
と
い
う
点
で
は
一
致
す
る
柳
開
、
樊
宗
師
の
文
章
に
対
す
る
孫
沖
の
評
価
で
あ
る
が
、
前
者
が
現
実
と
か
け
離
れ
た
抽
象
論
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
を
単
に
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非
難
さ
れ
た
だ
け
な
の
に
対
し
、
後
者
は
注
釈
と
い
う
形
で
読
解
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
か
か
る
相
異
は
、
単
純
に
言
え
ば
、
各
作
品
の
作
者
が
前
代
の
人
物
で
あ
る
か
、
同
時
代
人
で
あ
る
か
に
よ
る
。
現
代
人
の
文
学
観
か
ら
す
れ
ば
、
い
ず
れ
の
文
章
も
決
し
て
評
価
に
値
す
る
も
の
で
は
な
い
。
北
宋
人
に
と
っ
て
も
、
そ
れ
は
同
じ
こ
と
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
単
純
に
「
苦
渋
「
怪
奇
」
と
」
、
い
っ
た
評
語
に
よ
っ
て
全
て
を
否
定
し
去
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
こ
う
し
た
問
題
の
難
し
さ
が
あ
る
。
注
［
１
］
樊
宗
師
の
生
没
年
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
本
稿
で
は
『
中
国
文
学
家
大
辞
典
』
唐
五
代
巻
（
周
祖
譔
主
編
、
中
華
書
局
、
一
九
九
二
年
九
月
第
一
版
）
に
拠
っ
た
。
［
２
］
増
補
津
逮
秘
書
本
に
拠
る
。
［
３
「
樊
紹
述
既
卒
、
且
葬
〔
韓
〕
愈
將
銘
之
、
從
其
家
求
書
。
得
書
］
、
『
』
、
『
』
、『
』
號
魁
紀
公
者
三
十
卷
曰
樊
子
者
又
三
十
卷
春
秋
集
傳
十
五
卷
、
表
牋
、
狀
策
、
書
序
、
傳
記
、
紀
誌
、
說
論
、
今
文
讃
銘
凡
二
百
九
十
一
篇
、
道
路
所
遇
及
器
物
門
里
雜
銘
二
百
二
十
、
賦
十
、
詩
七
百
一
十
九
曰
多
矣
哉
古
未
嘗
有
也
樊
紹
述
既
に
卒
し
且
。
、『
。
。』」（
、
ま
さ
に
葬
ら
ん
と
し
、
愈
將
に
之
を
銘
せ
ん
と
し
て
、
其
の
家
に
從
ひ
て
書
を
求
む
。
書
『
魁
紀
公
』
と
號
づ
く
る
者
三
十
卷
『
樊
子
』
と
曰
ふ
、
な
者
又
た
三
十
卷
『
春
秋
集
傳
』
十
五
卷
、
表
牋
、
狀
策
、
書
序
、
傳
、
記
、
紀
誌
、
說
論
、
今
文
の
讃
銘
凡
そ
二
百
九
十
一
篇
、
道
路
に
遇
ふ
所
及
び
器
物
門
里
の
雜
銘
二
百
二
十
、
賦
十
、
詩
七
百
一
十
九
を
得
。
曰
く
「
多
き
か
な
。
古
未
だ
嘗
て
有
ら
ざ
る
な
り
」
と
）
、
。
い
に
し
へ
［
４
］
以
下
、
欧
陽
脩
の
作
品
の
引
用
は
全
て
四
部
叢
刊
本
に
拠
る
。
［
５
］
現
代
に
お
け
る
「
絳
守
居
園
池
記
」
の
注
釈
、
翻
訳
の
成
果
と
し
て
は
、
趙
鳴
、
張
潔
「
絳
守
居
園
池
記
』
釈
義
（
中
国
園
林
』
十
『
」
『
六
、
二
〇
〇
〇
）
や
彭
小
楽
「
絳
守
居
園
池
記
』
校
注
（
華
中
科
技
『
」
大
学
碩
士
学
位
論
文
、
二
〇
〇
九
）
が
あ
る
。
な
お
、
歴
代
の
文
人
や
学
者
に
よ
る
注
釈
や
句
読
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
彭
小
楽
氏
論
文
１
・
、『
』（
、
）
１
研
究
現
状
の
他
岑
仲
勉
史
学
論
文
集
中
華
書
局
一
九
九
〇
を
参
照
し
た
。
［
６
］
黄
啓
方
『
両
宋
文
史
論
叢
（
中
国
文
史
論
著
叢
編
（
２
、
学
海
』
）
、
）「
」
出
版
社
中
華
民
国
七
十
四
年
十
月
初
版
蘇
舜
欽
的
家
世
与
交
遊
参
、
交
遊
十
八
、
孫
沖
参
照
。
［
７
「
七
月
〕
庚
寅
（
十
四
日
、
右
諫
議
大
夫
、
集
賢
院
學
士
孫
沖
上
］
〔
）
所
撰
『
五
代
紀
』
七
十
七
卷
〔
上
〕
降
詔
褒
答
（
庚
寅
、
右
諫
議
。
。」
、
『
』
。
大
夫
集
賢
院
學
士
孫
沖
撰
す
る
所
の
五
代
紀
七
十
七
卷
を
上
る
詔
を
降
し
て
褒
答
す
）
ま
た
『
玉
海
』
巻
四
七
「
芸
文
」
編
年
・
景
。
、
祐
五
朝
春
秋
に
も
同
様
の
文
が
見
え
る
。
［
８
「
宋
初
的
易
学
者
与
古
文
家
―
従
陳
摶
到
馮
元
（
王
水
照
主
編
日
］
」
本
宋
学
研
究
六
人
集
『
気
与
士
風
―
唐
宋
古
文
的
進
程
与
背
景
、
王
』
宜
瑗
訳
、
世
紀
出
版
集
団
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
八
月
第
一
版
）
三
、
対
太
宗
、
真
宗
的
『
易
』
的
進
講
参
照
。
［
９
］
た
だ
し
、
柳
開
か
ら
古
文
を
学
ん
だ
高
弁
（
生
没
年
不
詳
）
が
、
若
い
頃
終
南
山
で
种
放
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
（
宋
『
史
』
巻
四
三
二
「
儒
林
伝
二
）
よ
う
に
、
柳
開
一
派
と
种
放
等
と
の
」
繋
が
り
が
無
い
訳
で
は
な
い
。
［
『
広
川
書
跋
』
巻
八
・
園
池
記
別
本
に
は
、
著
者
の
董
逌
が
絳
州
を
］10
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訪
れ
た
際
に
「
絳
守
居
園
池
記
」
の
古
い
碑
文
の
裏
に
樊
宗
師
に
よ
、
る
自
注
が
刻
ま
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
［
「
記
』
の
解
し
易
き
者
」
は
、
あ
る
い
は
文
章
自
体
の
分
か
り
易
］
『
11さを
述
べ
た
こ
と
ば
と
見
る
人
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
こ
の
直
前
に
、
あ
ず
ま
や
や
堤
、
原
、
水
路
、
花
や
木
々
等
の
多
く
が
往
時
の
姿
や
名
を
留
め
て
い
な
い
た
め
に
「
絳
守
居
園
池
記
」
の
内
容
の
、
正
し
さ
を
確
か
め
よ
う
が
な
い
こ
と
を
嘆
じ
た
記
述
が
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
や
は
り
こ
こ
は
、
門
が
「
猶
ほ
在
」
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
記
の
内
容
が
容
易
に
理
解
で
き
る
と
い
う
意
味
に
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
［
「
奇
―
中
唐
に
お
け
る
文
学
言
語
の
規
範
の
逸
脱
―
（
終
南
山
の
］
」
『
12変容
―
中
唐
文
学
論
集
、
研
文
出
版
、
一
九
九
九
年
十
月
一
日
第
一
』
版
第
一
刷
発
行
）
四
韓
門
の
奇
参
照
。
［
『
韓
愈
集
宋
元
伝
本
研
究
（
唐
研
究
基
金
会
叢
書
、
劉
真
倫
著
、
］
』
13
、
）
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
二
〇
〇
四
年
六
月
第
一
版
第
一
編
集
本
中
下
編
已
佚
集
本
（
上
下
）
参
照
。
［
］『
』
（
、
、
、
全
宋
文
巻
三
九
八
曾
棗
荘
劉
琳
主
編
上
海
辞
書
出
版
社
14安
徽
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
八
月
第
一
版
、
拠
『
国
朝
二
百
家
名
賢
文
粋
』
巻
一
〇
二
）
に
拠
る
。
［
『
宋
人
年
譜
叢
刊
（
全
十
二
冊
、
呉
洪
沢
、
尹
波
主
編
、
四
川
大
］
』
15学出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
一
月
第
一
版
）
第
二
冊
、
曹
清
華
「
富
弼
年
譜
」
参
照
。
［
「
宋
代
古
文
史
上
に
お
け
る
晏
殊
（
橄
欖
』
第
十
四
号
、
二
〇
〇
］
」
『
16七
「
与
富
監
丞
書
」
に
見
る
晏
殊
の
古
文
批
評
、
晏
殊
の
古
文
批
評
）
と
門
下
生
た
ち
参
照
。
［
］
南
宋
・
胡
柯
「
廬
陵
欧
陽
文
忠
公
年
譜
」
慶
暦
四
年
甲
申
（
一
〇
17
四
四
）
の
条
に
「
四
月
〕
己
亥
（
八
日
、
命
公
使
河
東
、
計
度
廢
麟
〔
）
州
及
盜
鑄
鐵
錢
幷
礬
課
虧
額
利
害
。
七
月
、
還
京
師
（
己
亥
、
公
に
。」
命
じ
て
河
東
に
使
ひ
し
、
麟
州
を
廢
す
る
こ
と
及
び
鑄
鐵
錢
幷
び
に
礬
課
を
盜
ま
る
る
虧
額
の
利
害
を
計
度
せ
し
む
。
七
月
、
京
師
に
還
ば
ん
く
わ
け
い
た
く
る
）
と
あ
り
、
本
詩
は
こ
の
河
東
視
察
の
道
中
に
詠
ま
れ
た
も
の
と
。
思
わ
れ
る
。
［
］
詩
の
内
容
と
対
応
す
る
「
絳
守
居
園
池
記
」
原
文
は
、
第
三
節
で
18引用
し
た
「
西
南
有
門
曰
虎
豹
」
以
下
の
部
分
及
び
「
東
南
有
亭
曰
。
新
。
前
含
曰
槐
。
有
槐
。
屓
護
■
（
雨
＋
對
）
鬱
。
蔭
後
頤
。
…
…
又
東
騫
窮
角
池
。
硏
雲
曰
柏
。
有
柏
蒼
官
靑
士
擁
列
。
與
槐
朋
友
。
巉
陰
洽
色
」
の
部
分
で
あ
る
。
。理念
の
無
い
怪
奇
―
太
学
体
排
斥
の
理
由
に
つ
い
て
―
中
［
］「
『
』
」（『
19国
中
世
文
学
研
究
』
第
七
十
号
、
二
〇
一
七
年
十
月
。
ま
た
本
稿
の
）
「
は
じ
め
に
」
で
引
用
し
た
『
集
古
録
跋
尾
』
の
記
述
も
、
単
な
る
否
定
の
こ
と
ば
で
は
な
い
こ
と
も
、
こ
の
論
文
の
中
で
述
べ
た
。
［
「
題
絳
州
鼓
堆
祠
記
（
四
部
叢
刊
本
『
温
国
文
正
司
馬
公
文
集
』
］
」
20巻六
六
）
［
］
前
掲
注
［
９
］
書
同
箇
所
参
照
。
21
［
］
四
部
叢
刊
本
に
拠
る
。
22
［
『
中
国
の
詩
学
認
識
―
中
世
か
ら
近
世
へ
の
転
換
―
（
創
文
社
、
］
』
23二〇
〇
八
年
二
月
二
十
八
日
第
一
刷
発
行
）
第
三
部
詩
と
現
実
、
第
一
章
距
離
と
想
像
―
詩
と
メ
デ
ィ
ア
、
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
詩
、
五
距
離
と
想
像
、
第
二
章
「
形
似
」
の
変
容
―
言
葉
と
物
の
関
係
か
ら
見
た
宋
詩
の
日
常
性
、
三
詩
と
現
実
、
四
言
葉
と
物
等
参
照
。
［
『
北
宋
古
文
運
動
発
展
史
（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
二
］
』
24
- 20 -
月
第
一
版
）
第
一
、
二
章
宋
初
古
文
：
由
方
興
到
失
敗
（
上
、
下
）
参
照
。
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
DC （
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
）
本
研
究
は
JSPS 科
研
費
17J03014 の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。
